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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１ゲームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに、表示状
態を変化させることが可能な可変表示装置の表示結果が導出表示されることにより１ゲー
ムが終了し、前記可変表示装置の表示結果に応じて所定の入賞が発生可能なスロットマシ
ンにおいて、
　前面が開口する本体と、
　前記本体の前面開口を開閉可能に設けられる前面扉と、
　少なくとも一部に透光性領域を有するカバー部材と、
　前記カバー部材の後面側に配置され、前記透光性領域に対応する箇所に装飾が施された
化粧部材と、
　前記化粧部材の後面側に配置され、該化粧部材の後面を被覆する後部カバー部材と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段と、
　該遊技制御手段とは別個に設けられるとともに、前記ゲームの進行に関わる所定の演出
を実行可能な演出手段を制御する演出制御手段と、を備え、
　前記可変表示装置と前記遊技制御手段とが互いに一体的に組み付けられたユニットは、
前記本体に対して交換可能に取り付けられ、
　前記化粧部材、前記カバー部材、前記後部カバー部材は、該化粧部材が前記カバー部材
及び前記後部カバー部材により挟持され互いに枠体に一体的に組み付けられた状態で前記
前面扉の前面側から該前面扉の一部の領域である所定領域に前記枠体を介して係止され、
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前記前面扉を開放して前記前面扉の後面側から前記係止を解除することにより取り外され
る、
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記後部カバー部材は、透光性部材にて構成され、
　前記前面扉の所定箇所には、前記後部カバー部材を後側から照らす照明装置が設けられ
ている請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】
　前記ユニットに、前記演出制御手段が一体的に組み付けられている請求項１または２に
記載のスロットマシン。
【請求項４】
　前記演出手段は、複数種類の機種で共通して使用することが可能であり、前記前面扉に
対して予め取り付けられている請求項１～３のいずれかに記載のスロットマシン。
【請求項５】
　前記演出手段は、機種に固有のものであり、前記ユニットに対して予め取り付けられて
いる請求項１～４のいずれかに記載のスロットマシン。
【請求項６】
　前記化粧部材は、前記前面扉における複数箇所に別々に取り付けられている請求項１～
５のいずれかに記載のスロットマシン。
【請求項７】
　前記化粧部材に、前記ゲームに関わる所定の情報を表示する情報表示部が設けられてい
る請求項１～６のいずれかに記載のスロットマシン。
【請求項８】
　前記化粧部材に、前記スロットマシンの機種名等を表示する機種名表示部が設けられて
いる請求項１～７のいずれかに記載のスロットマシン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、１ゲームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに
、表示状態を変化させることが可能な可変表示装置の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、前記可変表示装置の表示結果に応じて所定の入賞が発生可能なスロ
ットマシンに係わり、特に機種変更に対して容易に対応出来るスロットマシンに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、スロットマシンにおける機種変更の際には、ゲーム性が変更されるのに伴い、例え
ば外観のデザインや内部の各種装置の変更がなされるため、各種装置が内設された筐体、
またはその筐体の前面を開閉自在に閉塞する前面扉、またはこれら筐体と前面扉とからな
る本体ごと回収して交換するのが一般的であった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のように機種変更の度に筐体や前面扉を交換する場合、回収の手間や
コストが嵩むといった問題を有していた。
【０００４】
また、特に近年においては、機種変更のサイクルが短期化する傾向にあるため、従来のよ
うな交換にかかる手間やコストの問題等を考慮すると、頻繁な機種変更に対応していくこ
とは非常に困難であった。
【０００５】
本発明は、このような問題点に着目してなされたもので、機種変更に伴う各種の変更に容
易に対応できるスロットマシンを提供することを目的とする。
【０００６】
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【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明のスロットマシンは、
　１ゲームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに、表示状
態を変化させることが可能な可変表示装置の表示結果が導出表示されることにより１ゲー
ムが終了し、前記可変表示装置の表示結果に応じて所定の入賞が発生可能なスロットマシ
ンにおいて、
　前面が開口する本体と、
　前記本体の前面開口を開閉可能に設けられる前面扉と、
　少なくとも一部に透光性領域を有するカバー部材と、
　前記カバー部材の後面側に配置され、前記透光性領域に対応する箇所に装飾が施された
化粧部材と、
　前記化粧部材の後面側に配置され、該化粧部材の後面を被覆する後部カバー部材と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段と、
　該遊技制御手段とは別個に設けられるとともに、前記ゲームの進行に関わる所定の演出
を実行可能な演出手段を制御する演出制御手段と、を備え、
　前記可変表示装置と前記遊技制御手段とが互いに一体的に組み付けられたユニットは、
前記本体に対して交換可能に取り付けられ、
　前記化粧部材、前記カバー部材、前記後部カバー部材は、該化粧部材が前記カバー部材
及び前記後部カバー部材により挟持され互いに枠体に一体的に組み付けられた状態で前記
前面扉の前面側から該前面扉の一部の領域である所定領域に前記枠体を介して係止され、
前記前面扉を開放して前記前面扉の後面側から前記係止を解除することにより取り外され
る、
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すことで、可変表示装
置及びゲームの進行を制御する遊技制御手段を一緒に取り外すことが出来るため、交換作
業が容易になる。また、装飾が施された化粧部材を交換することで、前面扉の前面意匠を
、前面扉全体を交換することなく容易に変更することが出来るとともに、化粧部材の前面
はカバー部材により保護されるため、化粧部材の前面の劣化や損傷が効果的に防止される
。
　また、カバー部材、化粧部材、後部カバー部材の前面扉への取り付け、取り外しを容易
に行うことが出来るばかりか、取り付け時におけるカバー部材と化粧部材と後部カバー部
材との位置ずれ等が効果的に防止される。
　さらに、カバー部材、化粧部材、後部カバー部材が不正に取り外されることを防止でき
る。
　なお、前記化粧部材は、前記前面扉に対して交換可能に取り付けられていれば、前面扉
に取り付けられたカバー部材に取り付けられていてもよい。
【０００７】
　本発明のスロットマシンは、
　前記後部カバー部材は、透光性部材にて構成され、
　前記前面扉の所定箇所には、前記後部カバー部材を後側から照らす照明装置が設けられ
ていることが好ましい。
　このようにすれば、後部カバー部材を通して化粧部材を後側から照らすことが出来る。
【００１１】
本発明のスロットマシンは、前記カバー部材は、前記前面扉の後面側から取り付けられて
いることが好ましい。
このようにすれば、前面扉の前方からのカバー部材の取り外しが困難となるため、スロッ
トマシン本体内部の各種装置への不正行為を効果的に防止出来る。
【００１２】
本発明のスロットマシンは、１ゲームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可
能となるとともに、表示状態を変化させることが可能な可変表示装置の表示結果が導出表
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示されることにより１ゲームが終了し、前記可変表示装置の表示結果に応じて所定の入賞
が発生可能なスロットマシンにおいて、該スロットマシンは、前記ゲームの進行を制御す
る遊技制御手段と、該遊技制御手段とは別個に設けられるとともに、前記ゲームの進行に
関わる所定の演出を実行可能な演出手段を制御する演出制御手段と、を備え、少なくとも
前記可変表示装置と前記遊技制御手段とが互いに一体的に組み付けられたユニットが、前
記スロットマシンの本体に対して交換可能に取り付けられており、また、前記スロットマ
シンの前面側に設けられる前面扉の少なくとも一部に透光性領域が形成されるとともに、
この透光性領域の後面側には、少なくとも一部に装飾が施された化粧部材が前記前面扉に
対して交換可能に取り付けられ、前記透光性領域を通して前記化粧部材に施された装飾が
視認可能に構成されていることを特徴としている。
この特徴によれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すことで、可変表示装置
及びゲームの進行を制御する遊技制御手段を一緒に取り外すことが出来るため、交換作業
が容易になる。また、装飾が施された化粧部材を交換することで、前面扉の前面意匠を、
前面扉全体を交換することなく容易に変更することが出来るとともに、化粧部材の前面は
前面扉により保護されるため、化粧部材の前面の劣化や損傷が効果的に防止される。
【００１３】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材のさらに後面側には、該化粧部材の後面を被覆
する後部カバー部材が、前記前面扉に対して取り付けられていることが好ましい。
このようにすれば、化粧部材の後面が後部カバー部材により保護されるため、化粧部材の
劣化や損傷が防止されるばかりか、取り付けられた化粧部材のよれや位置ずれ等が効果的
に防止される。
なお、前記後部カバー部材は、前記前面扉に対して取り付けられていれば、前面扉に対し
て交換可能に取り付けられた化粧部材に取り付けられていてもよい。
【００１４】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材及び前記後部カバー部材は、互いに一体的に組
み付けられた状態で前記前面扉に対して着脱自在に取り付けられていることが好ましい。
このようにすれば、化粧部材及び後部カバー部材の前面扉への取り付け、取り外しを容易
に行うことが出来るばかりか、取り付け時における化粧部材と後部カバー部材との位置ず
れ等が効果的に防止される。
【００１５】
本発明のスロットマシンは、前記ユニットに、前記演出制御手段が一体的に組み付けられ
ていることが好ましい。
このようにすれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すことで、可変表示装置
及びゲームの進行を制御する遊技制御手段とともに、演出手段を制御する演出制御手段を
一緒に取り外すことが出来るため、交換作業が容易になる。
【００１６】
本発明のスロットマシンは、前記演出手段は、複数種類の機種で共通して使用することが
可能であり、前記前面扉に対して予め取り付けられていることが好ましい。
このようにすれば、交換が不要な演出手段の取り付け、取り外しの手間を省くことが出来
るため、交換作業が容易になる。
【００１７】
本発明のスロットマシンは、前記演出手段は、機種に固有のものであり、前記ユニットに
対して予め取り付けられていることが好ましい。
このようにすれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すことで、可変表示装置
及びゲームの進行を制御する遊技制御手段とともに演出手段を一緒に取り外すことが出来
るため、交換作業が容易になる。
【００１８】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材は、前記前面扉における複数箇所に別々に取り
付けられていることが好ましい。
このようにすれば、前面扉の意匠を部分的に変更することが可能となる。
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【００１９】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材に、前記可変表示装置の可変表示部を視認可能
とする窓部が設けられていることが好ましい。
このようにすれば、可変表示装置の可変表示内容の変更に伴う前面扉の意匠の変更に容易
に対応出来る。
【００２０】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材に、前記ゲームに関わる所定の情報を表示する
情報表示部が設けられていることが好ましい。
このようにすれば、ゲーム内容の変更に伴うゲームに関わる情報の表示内容の変更に容易
に対応出来る。
【００２１】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材に、前記スロットマシンの機種名等を表示する
機種名表示部が設けられていることが好ましい。
このようにすれば、機種変更に伴う機種名の変更に容易に対応出来る。
【００２２】
本発明のスロットマシンは、前記化粧部材の後方には、前記化粧部材を装飾する装飾装置
が組み付けられたユニット部材を備えるとともに、該ユニット部材により前記化粧部材は
前記カバー部材の後面に対して圧接して取り付けられていることが好ましい。
このようにすれば、化粧部材を装飾する装飾装置が組み付けられたユニット部材により化
粧部材がカバー部材の後面に対して圧接されるため、化粧部材のよれや位置ずれ等が効果
的に防止されるとともに、化粧部材の取り付けが容易になる。
【００２３】
本発明のスロットマシンは、前記ユニット部材は、その周縁のうちの一端縁を中心にして
、前記前面扉に対して回動自在に枢支されていることが好ましい。
このようにすれば、ユニット部材の前面扉への位置決めが容易となるばかりか、固定箇所
が少なくて済むため作業性が向上する。
【００２４】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００２５】
まず、本発明の実施例を図面を用いて説明すると、図１には、本発明が適用された遊技機
の一例であるスロットマシンの全体正面図、図２及び図３にはスロットマシン１の内部構
造図がそれぞれ示されている。スロットマシン１の本体は、前面が開口する筐体２（図２
参照）と、この筐体２の側端に回動自在に枢支された前面パネルとしての前面扉４とから
構成されており、前面扉４の裏面に設けられた施錠装置３（図３参照）の鍵穴３ａに挿入
した所定のキーを時計回り方向に回動操作することにより施錠が解除されて前面扉４を開
放することが出来るようになっている。
【００２６】
前面扉４の前面における上、中、下段領域には、後述するカバー部材としての前面カバー
パネル３０３、３３１、３２０がそれぞれ設けられているとともに、上段の前面カバーパ
ネル３０３の周囲前面側には上部飾り枠３０６が、中段の前面カバーパネル３３１の周囲
前面側には中央部飾り枠３５３が、下段の前面カバーパネル３２０の周囲前面側には下部
飾り枠３２３がそれぞれ設けられている。
【００２７】
中段の前面カバーパネル３３１と下段の前面カバーパネル３２０との間には前面側に突出
する突出部７が形成されており、この突出部７には、メダル投入部３４や各種操作ボタン
３５、３６ａ、３６ｂ、３７、４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒ、及びスタートレバー３８等が設
けられているとともに、突出部７の側面から下部周面には、内部に遊技効果ＬＥＤ１３２
が内蔵される遊技効果ＬＥＤ部４２が設けられている。また、この遊技効果ＬＥＤ部４３
の左右側下方には、内部に遊技効果ＬＥＤ１３３が内蔵される略三角形状の遊技効果ＬＥ
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Ｄ部４３が設けられている。
【００２８】
下段の前面カバーパネル３２０の下方には、遊技媒体の一例となるメダルが払出されるメ
ダル払出穴９が設けられているとともに、端部に灰皿１０が設けられたメダル受皿１１が
設けられている。なお、このメダル排出穴９は、その下端周縁がメダル受皿１１の上面最
上位とほぼ同じ高さに位置するように形成されているため、メダル受皿１１内がメダルに
より充満された状態においてメダルの払出しがなされてもメダル排出穴９内にメダルが詰
まることがない。なお、このメダル排出穴９は、その下端周縁がメダル受皿１１の上面最
上位よりも上方の高さに位置するように形成されていればメダル詰まりをより効果的に回
避出来る。
【００２９】
また、前面扉４の上端及び左右端周縁近傍には、内部に遊技効果ＬＥＤ１３１が内蔵され
る遊技効果ＬＥＤ部４１がスロットマシン１全体を囲むように設けられている。
【００３０】
上段の前面カバーパネル３０３の略中央位置には、遊技に関わる種々の内容の演出を画像
により表示可能な演出手段としての液晶表示器１３５（図４参照）の液晶表示部１５が設
けられているとともに、この液晶表示部１５の左右側には、後述するように前面扉４の裏
面に設けられる高音用のスピーカ１３６ａ、１３６ｂ（図３、図４参照）から出力される
音を放音する放音部１２ａ、１２ｂがそれぞれ設けられている。また、メダル払出穴９の
側方にも前面扉４の裏面に設けられる低音用のスピーカ１３７（図３、図４参照）から出
力される音を放音する放音部１３が設けられており、これら放音部１２ａ、１２ｂ、１３
からは、各スピーカ１３６ａ、１３６ｂ、１３７から出力される演出効果を高めるための
音声やメロディ等の効果音が放音されるようになっている。さらに前面カバーパネル３０
３における液晶表示部１５の左右側には、入賞図柄等が示される遊技情報表示部８が設け
られている。
【００３１】
中段の前面カバーパネル３３１内には、スロットマシン１の筐体２に内設されたリール５
１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを透視可能な透視窓１４と、透視窓１４の左側及び右側に位置する
演出用表示部１６～２５と、透視窓１４の下側に位置するクレジット表示部３１、ゲーム
回数表示部３２、ペイアウト表示部３３及び、リプレイ表示部２７、スタート表示部２８
、ウェイト表示部２９、投入指示表示部３０、１枚賭け表示部４５、２枚賭け表示部４６
、３枚賭け表示部４７と、がそれぞれ設けられている。
【００３２】
１枚賭け表示部４５、２枚賭け表示部４６、３枚賭け表示部４７は遊技者がゲームに賭け
た賭数を表示し、１枚賭け表示部４５の内部には１枚賭けＬＥＤ１１５が、２枚賭け表示
部４６の内部には２枚賭けＬＥＤ１１６、３枚賭け表示部４７の内部には３枚賭けＬＥＤ
１１７がそれぞれ内蔵されている（図３、図４参照）。また、演出用表示部２１～２５は
、図のように透視窓１４の左右側、及び後述するリール間隠蔽部材５３に描かれた５つの
入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３’のいずれかと対応しており、賭数に応じて
有効化された入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３’を識別可能に報知する有効ラ
イン表示部と兼用されている。
【００３３】
リプレイ表示部２７は、リプレイ入賞が発生した場合に、その内部に内蔵されたリプレイ
ＬＥＤ１１１（図３、図４参照）が点灯する。スタート表示部２８は、賭数が設定される
ことによりスタート操作をすることが可能となった場合に、その内部に内蔵されたスター
トＬＥＤ１１２（図３、図４参照）が点灯し、有効なスタート操作が検出されることによ
り消灯する。
【００３４】
ウェイト表示部２９は、ウェイトタイム中にスタート操作が検出された場合に、その内部
に内蔵されたウェイトＬＥＤ１１３（図３、図４参照）が点灯し、ウェイトタイムが経過
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した後に消灯する。ウェイトタイムは、ゲームがあまりに速く進行しすぎてしまうことを
規制するために設定されたゲーム進行規制期間であり、このウェイトタイム中にスタート
操作が検出されると、ウェイトタイムが経過した後にリールが始動するように設定されて
いる。従って、十分な時間間隔を空けてゲームを進行する場合にはスタートレバー３８の
操作時にゲームの進行が規制されることはないが、短時間でゲームを進行しようとする場
合にはウェイトタイムによってゲームの進行が一時的に規制され、ウェイトタイムが経過
するまでの間リールの始動待ち状態となる。
【００３５】
なお、このスロットマシン１では、前回のゲームでリールの回転が開始した時点を基準と
して、例えば４．１秒のゲーム進行規制期間が設定されており、前回のゲームでリールの
回転が開始された時点から４．１秒が経過する前に、今回のスタート操作が検出された場
合、ゲーム進行規制期間が経過した後にリールの回転が開始される。
【００３６】
投入指示表示部３０は、メダルを受付可能な状態である場合に、その内部に内蔵された投
入指示ＬＥＤ１１４（図３、図４参照）が点滅し、最大の賭数が設定され、かつ、クレジ
ット数が予め定められた上限値に達した場合、ゲームが開始された場合等に消灯する。
【００３７】
クレジット表示部３１は、その内部に内蔵されたクレジット表示器１０８によりクレジッ
ト数が表示される。クレジットとは、遊技者所有の有価価値としてスロットマシン１内部
の記憶部に記憶されているメダル数であり、メダル投入口へのメダルの投入、及び払出し
のある入賞の発生等によって加算更新され、賭数を設定したり、精算操作に基づいてメダ
ルを払出したりすることによって減算更新される。このスロットマシン１では、クレジッ
トとして記憶可能な価値の上限値が最大でメダル５０枚分とされており、この上限値（メ
ダル５０枚）に達した場合には投入指示表示部３０が消灯する。そして、上限値を越える
クレジットの加算更新の要求が発生した場合にはその上限を越えるメダルがメダル払出穴
９から払出される。
【００３８】
ゲーム回数表示部３２は、その内部に内蔵されたゲーム回数表示器１０９によりビッグボ
ーナス中のレギュラーボーナス入賞状況や、レギュラーボーナス中の入賞回数等を表示し
、特にビッグボーナスが終了して打ち止め状態となった際には「ＥＮＤ」という文字を表
示して、遊技者に打ち止め状態である旨を報知する。さらにゲーム回数表示部３２は、ス
ロットマシン１に発生した各種の異常を表示するエラー表示器としても機能する。例えば
、制御部により検出される異常種別には、「払出しすべきメダルの不足状態」、「メダル
詰まり」、「払出条件が成立していないにも拘わらず入賞図柄の組み合わせが導出表示さ
れたこと」等がある。これらの異常が制御部により検出された場合、その異常種別を特定
可能なエラーコードが「Ｅ－１」や「Ｅ－２」等の態様により表示される。
【００３９】
ペイアウト表示部３３は、その内部に内蔵されたペイアウト表示器１１０により１ゲーム
中に発生した入賞に基づいて遊技者に付与されるクレジット数を入賞がある毎に表示する
。
【００４０】
なお本実施例においては、演出用表示部１６はゲーム回数表示部３２、演出用表示部１７
はリプレイ表示部２７、演出用表示部１８はウェイト表示部２８、演出用表示部１９はス
タート表示部２９、演出用表示部２０は投入指示表示部３０、演出用表示部２１は１枚賭
け表示部４５、演出用表示部２２、２３は２枚賭け表示部４６、演出用表示部２４、２５
は３枚賭け表示部４７と同様の内容を表示する表示部として設けられているが、これら演
出用表示部１６～２５が示す機能は各表示部２７～３０、３２、４５～４７に備えられて
いるとともに、これら各演出用表示部１６～２５に内蔵される各演出用ランプ１４０～１
４９（図３、図４参照）は後述する演出制御基板２０１（図４参照）に接続されているの
で、例えば他の演出等に関わる内容を表示する表示部とすることも可能である。
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【００４１】
なお、演出用表示部１６に関しては、後述するビッグボーナスが終了することにより打ち
止め状態となった場合、及び何らかのエラーが発生して遊技を進行させることが出来ない
状態となった場合に、その内部に内蔵されたゲームオーバーＬＥＤ１４０（図３、図４参
照）が点灯するようになっており、ゲームオーバー表示部として機能する。
【００４２】
また、各演出用表示部１６～２５の内部には、それぞれ演出用ランプ１４０～１４９（図
３、図４参照）が内蔵されており、演出用ランプ１４０を除く演出用ランプ１４１～１４
９は、対応する各表示部２７～３０、４５～４７に内蔵された各ＬＥＤ１１１～１１７に
対応して点灯、消灯するようになっている。
【００４３】
突出部７の上面右側にはメダル投入口が形成されたメダル投入部３４が設けられていると
ともに、左側には精算ボタン３７、１枚ＢＥＴボタン３６ａ、ＭＡＸＢＥＴボタン３６ｂ
がそれぞれ設けられている。
【００４４】
１枚ＢＥＴボタン３６ａは、１クレジットを賭ける際に押圧するボタンであり、ＭＡＸＢ
ＥＴボタン３６ｂは、１ゲームにおいて許容される賭数の最大数（本実施例ではメダル３
枚分）をクレジットに記憶されている範囲内でゲームに賭ける際に押圧するボタンである
。１枚ＢＥＴボタン３６ａの内部にはＢＥＴボタンＬＥＤ１２１ａが、また、ＭＡＸＢＥ
Ｔボタン３６ｂの内部にはＢＥＴボタンＬＥＤ１２１ｂがそれぞれ内蔵されており（図４
参照）、これらのＢＥＴボタンＬＥＤ１２１ａ、１２１ｂは、対応するＢＥＴボタンが押
圧されて賭数を設定可能な状態にある場合に点灯し、賭数を設定不可能な状態の場合に消
灯する。
【００４５】
精算ボタン３７は、記憶部に記憶されているクレジットの精算操作をする際に押圧するボ
タンであり、この精算ボタン３７の押圧操作に伴い、クレジット表示部３１に表示されて
いるクレジット数が０になるまで減算更新されるとともに、クレジット相当数のメダルが
メダル払出穴９から払出されるようになっている。
【００４６】
突出部７における前面には、スタートレバー３８、ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０
Ｒ、メダル詰まり解除ボタン３５がそれぞれ設けられている。スタートレバー３８は、ゲ
ームを開始する際に操作するレバーであり、賭数の設定終了後においてスタートレバー３
８を操作することにより各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの回転が開始される。
【００４７】
各ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒは、ゲームが開始した後にリール５１Ｌ、５１
Ｃ、５１Ｒの回転を停止させる際に操作するボタンであり、ストップボタン４０Ｌの内部
には操作有効ＬＥＤ１２２Ｌが、ストップボタン４０Ｃの内部には操作有効ＬＥＤ１２２
Ｃが、ストップボタン４０Ｒの内部には操作有効ＬＥＤ１２２Ｒが内蔵されている（図４
参照）。これら操作有効ＬＥＤ１２２Ｌ、１２２Ｃ、１２２Ｒは、対応するストップボタ
ン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒの操作が有効である場合に点灯し、操作が無効である場合に消
灯する。また、ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒが配列されたストップボタンユニ
ット３９は、ビッグボーナス入賞やレギュラーボーナス入賞の内部当選フラグが設定され
ている場合に、その内部に内蔵されたボーナス告知ＬＥＤ１２０（図４参照）が点灯する
。
【００４８】
メダル詰まり解除ボタン３５は、メダル投入部３４に投入されたメダルが内部で詰まった
場合に、これを解消させる際に操作するボタンである。
【００４９】
次に、図２に示されるように、筐体２内略中央部には、ゲーム用識別情報としての複数種
の図柄（図示略）が印刷された透光性を有する帯状のリールシートが外周に巻回されたリ
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ール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ（ゲームの進行を実行するために用いるゲーム用リール）、
及びこれらリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを回転させるための各種装置が内蔵された前後
面が開放するユニットとしての箱状のリールユニット５２が、筐体２内を上下に区画する
ように設けられた載置板９２の上面に対して交換可能に取り付けられており、これらリー
ルユニット５２内に内蔵されたリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ及び各種装置により可変表
示装置５０が構成されている。なお、このリールユニット５２の載置板９２に対する取り
付け構造の詳細は後述することとする。
【００５０】
それぞれのリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒは、各々に対応して設けられたステッピングモ
ータからなる電気的駆動源としてのリールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒによりそれぞれ
独立して縦方向に回転（駆動）、停止するように構成されており、各リール５１Ｌ、５１
Ｃ、５１Ｒが回転することにより、表示窓１４には前記各種図柄が連続的に変化しつつ表
示されるようになっている。
【００５１】
横方向に並設されたリール５１Ｌとリール５１Ｃとの間、及びリール５１Ｃとリール５１
Ｒとの間には各リール間を閉塞する円弧状のリール間隠蔽部材５３が設けられており、各
リール間から内部が見えないようになっている。透視窓１４のうち、リール間隠蔽部材５
３によって視界が仕切られることによって分割される３つの領域、すなわち、各リールが
視認出来る３つの領域部分を、各リールに対応させて左可変表示部、中可変表示部、右可
変表示部（領域）と呼ぶ。
【００５２】
透視窓１４の各可変表示部からは、各リールに描かれた複数の図柄のうち、連続する３つ
の図柄が上段、中段、下段の位置に表示されるとともに、上段の上方部分には間もなく上
段の位置に現れる図柄の一部が、下段の下方部分には間もなく可変表示部の下に隠れて見
えなくなる図柄の一部がそれぞれ表示される。
【００５３】
各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ内には各リールの基準位置を検出するリールセンサ５６
Ｌ、５６Ｃ、５６Ｒが設けられており、このリールセンサ５６Ｌ、５６Ｃ、５６Ｒにより
所定の図柄の停止位置を導出出来るようになっているとともに、各リール５１Ｌ、５１Ｃ
、５１Ｒにおける特定の表示領域（上、中、下段の表示領域）を裏面から個別に照射可能
な複数のリールＬＥＤ５５が、それぞれのリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの上、中、下段
それぞれに４つずつ設けられており、これら各リールＬＥＤ５５は、通常時において透視
窓１４に表示される各図柄を目立たせるように後方から点灯するバックライトとして機能
するようになっている。
【００５４】
なお、前記遊技効果ＬＥＤ１３１～１３３及び前記リールＬＥＤ５５に関しては、単体で
異なる７色に発光可能なＬＥＤが用いられている。
【００５５】
リールユニット５２の上面には、後述するように主に遊技の進行を制御する制御部２１０
や各種回路が格納された遊技制御基板２００が収納された収納ケース５００が取り外し不
能に固定されている。また、可変表示装置５０を構成するリールユニット５２における前
方からみて右側の側板の内面上部には後述するリール中継基板２０３が、また、その下部
には後述するリールＬＥＤ中継基板２０４がそれぞれ取り付けられている。
【００５６】
また、筐体２を前面側からみて右側の側板８７の内面におけるリールユニット５２の側方
位置には、後述する外部出力基板２０５が取り付けられている。なお、筐体２の背板８５
の上部所定箇所及び上板８８の所定箇所には放熱用穴部９０、９１がそれぞれ形成されて
おり、これら穴部９０、９１の前面側は有孔板８９により覆われている。
【００５７】
またリールユニット５２は、筐体２内を上下に区画するように設けられた載置板９２の上
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面に取り外し自在に取り付けられている。なお、このリールユニット５２の載置板９２に
対する取り付け構造の詳細は後述することとする。
【００５８】
リールユニット５２の下方には、メダル投入部３４から投入されたメダルを貯留するホッ
パータンク５７が、筐体２を構成する下板上面に固設された案内レール５８を介して前方
に引出し可能に配設されている。また、ホッパータンク５７の右側にはホッパータンク５
７からオーバーフローしたメダルが貯留されるオーバーフロータンク５９が設けられてい
る。このオーバーフロータンク５９内にはメダルを検出可能な満タンセンサ６０が設けら
れており、内部に貯留されたメダル貯留量が所定量以上となったことを報知出来るように
なっている。
【００５９】
ホッパータンク５７の下方部分にはホッパーモータ６２が設けられており、このホッパー
モータ６２が回転することによりホッパータンク５７内のメダルがメダル排出口６３から
排出される。排出されたメダルは、メダル排出口６３の近傍に設けられる払出しメダルセ
ンサ６１により検出された後、後述する返却メダル流路７３を介してメダル払出穴９より
メダル受皿１１まで払い出される。なお、ホッパーモータ６２は、払出しメダルセンサ６
１により所定枚数の払出メダルが検出された時点で停止するように制御されている。
【００６０】
ホッパータンク５７の側部には、メイン電源をＯＮ／ＯＦＦするメインスイッチ部６５と
、ビッグボーナスの終了時や遊技中にエラーが生じた場合等において再びゲームを続行可
能な状態にリセットするための第２リセットボタン６６と、入賞確率を変更可能とする設
定ボタン６７と、自動精算機能をＯＮ／ＯＦＦする自動精算選択スイッチ部６８と、自動
打止め機能をＯＮ／ＯＦＦする打止め選択スイッチ部６９と、遊技場の管理者等が所持す
る特定のキーを挿入した状態で所定の操作を行なうことで前記設定ボタン６７の操作を可
能、不可とする設定キー挿入部７０と、が前面に設けられた電源ユニット６４が配設され
ている。
【００６１】
入賞確率は、本実施例では、予め定められた入賞確率の値を６つのパターンの設定値とし
て記憶しており、これを上記設定ボタン６７を操作することにより任意に選択することで
、入賞確率の異なる遊技を行うことが可能となる。
【００６２】
図３に示されるように、前面扉４の裏面略中央部には、メダル投入部３４から投入された
メダルをホッパータンク５７に導く投入メダルセレクタ７１が固設されている。この投入
メダルセレクタ７１の上流側には不正メダル排出部７２が設けられており、大きさや厚み
が適正メダルと異なる不正メダルは、投入メダルセレクタ７１の下方に設けられる返却メ
ダル流路７３の上部投入口に排出され、メダル払出穴９を介してメダル受皿１１に返却さ
れるようになっている。
【００６３】
不正メダル排出部７２の下流側には、流下するメダル流路を選択的に切り替え可能とする
流路切替ソレノイド１０７が設けられている。通常時において流路切替ソレノイド１０７
は励磁されており、流下するメダルは流路を切り替えられることなく流下し、下流側に設
けられた投入メダルセンサ１０６により検出された後、ホッパータンク５７内に貯留され
るようになっている。そして例えばクレジット数が５０に達している場合、エラーが発生
している場合、クレジットの清算処理が実行されている場合、ゲームが実行されている場
合等においては流路切替ソレノイド１０７の励磁が解除されて流路が切替わり、メダルは
返却流路を経て返却メダル流路７３に導かれるようになっている。
【００６４】
前面扉４の裏面上部には、遊技に関わる所定の演出の実行を制御する演出制御手段として
の制御部２３０や各種回路等が格納されている演出制御基板２０１が収納された収納ケー
ス５５０が取り付けられている。なお、この収納ケース５５０には、遊技情報表示部８を
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後方から照らす蛍光灯１３８（図４参照）、及び中央表示パネル３０１を後方から照らす
蛍光灯１３８（図４参照）や、演出手段としての液晶表示器１３５（図４参照）が備えら
れている。
【００６５】
収納ケース５５０の左右側には、高音用のスピーカ１３６ａ、１３６ｂが前述した放音部
１２ａ、１２ｂにそれぞれ臨むように固設されているとともに、前面扉４における下部所
定箇所裏面側には、低音用のスピーカ１３７が放音部１３に臨むように固設されており、
例えばメダルのメダル投入部３４への投入、スタートレバー３８の操作、ストップボタン
４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒの操作等、遊技中において各種動作がなされた場合や、特定の図
柄の組み合わせが有効化された有効ライン上に揃って表示されて所定の入賞条件が成立し
た場合、あるいは後述するビッグボーナスやレギュラーボーナスが実行されている場合等
の各種遊技状態において、該遊技状態に対応する所定の遊技効果音等が各スピーカ１３６
ａ、１３６ｂ、１３７から出力されるようになっている。
【００６６】
次に、遊技者が遊技（ゲーム）を行なうための操作や、該操作に伴う各種装置の作動状況
を説明する。
【００６７】
ゲームを開始する場合は、遊技者はまず投入指示ＬＥＤ１１４が点灯または点滅している
時に、メダルやクレジットを使用して所望の大きさの有価価値を賭けて所望の大きさの賭
数を設定する。賭数は、メダルをメダル投入部３４から投入するか、あるいはクレジット
を使用することにより設定出来るようになっている。クレジットを使用するにはＭＡＸＢ
ＥＴボタン３６ｂ、または１枚ＢＥＴボタン３６ａを押圧すればよく、ＭＡＸＢＥＴボタ
ン３６ｂが押圧されるとクレジット表示部３１に表示されたクレジット数が、本実施例で
１ゲームにおいて許容される賭数の最大数である「３」だけ減算表示されてメダル３枚分
の賭数が設定され、また、１枚ＢＥＴボタン３６ａが押圧されるとクレジット表示部３１
に表示されているクレジット数が「１」だけ減算表示されてメダル１枚分の賭数が設定さ
れる。なお、クレジット表示部３１に表示されるクレジット数が３に満たない場合、設定
可能な賭数の範囲はそのクレジット数の範囲内に限られる。
【００６８】
遊技者により１枚のメダルがメダル投入部３４から投入されるか、１枚ＢＥＴボタン３６
ａが押圧操作されると賭数が「１」に設定されるとともに、中段の横１列の入賞ラインＬ
１が有効となり、この入賞ラインＬ１が有効となった旨を示す１枚賭けＬＥＤ１１５、及
び演出用ランプ１４５（図３、図４参照）が点灯する。続けて２枚目のメダルがメダル投
入部３４から投入されるか、１枚ＢＥＴボタン３６ａが２回押圧操作されると賭数が「２
」に設定され、上、中、下段の横３列の入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’が有効となり、こ
れらの入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’が有効となった旨を示す１枚賭けＬＥＤ１１５、２
枚賭けＬＥＤ１１６及び演出用ランプ１４５～１４７が点灯する。続けて３枚目のメダル
がメダル投入部３４から投入されるか、１枚ＢＥＴボタン３６ａが３回押圧操作されるか
、あるいはＭＡＸＢＥＴボタン３６ｂが押圧されると賭数が「３」に設定され、上、中、
下段の横３列の入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’及び斜め対角線上２列の入賞ラインＬ３、
Ｌ３’が有効となり、これらの入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３’が有効とな
った旨を示す１枚賭けＬＥＤ１１５、２枚賭けＬＥＤ１１６、３枚賭けＬＥＤ１１７、及
び演出用ランプ１４５～１４９が点灯する。なお、賭数が最大数である「３」に設定され
た場合には、それを越える賭数を設定することは出来ないためＢＥＴボタンＬＥＤ１２１
ａ、１２１ｂは消灯する。
【００６９】
そして上記のように少なくとも最小数である「１」の賭数が設定された時点でスタートレ
バー３８の操作が有効に受付けられる状態、すなわち、ゲームが開始可能な状態となり、
このスタートレバー３８の操作が有効に受付けられる状態になった旨を示すスタートＬＥ
Ｄ１１２が点灯される。
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【００７０】
なお、このようなメダルやクレジット等の設定される賭数に応じて有効化される有効ライ
ンの本数、及び形状等は任意に変更可能であり、本実施例の形態に限定されるものではな
い。また、賭数に応じて有効化される有効ラインの本数も任意に設定変更可能であり、例
えば１枚のメダル投入により上記５本全ての入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３
’が有効化されるようになっていてもよい。
【００７１】
スタートＬＥＤ１１２が点灯している状態でスタートレバー３８を押圧操作すれば、可変
表示装置５０が作動して各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒが回転し、透視窓１４には複数
種類の図柄が連続的に変化するように表示される。前述したようにリール５１Ｌ、５１Ｃ
、５１Ｒの回転が開始されてから所定時間が経過すれば各ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ
、４０Ｒの操作が有効になり、これらストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒの操作が有
効になった旨を示す操作有効ＬＥＤ１２２Ｌ、１２２Ｃ、１２２Ｒが点灯する。操作有効
ＬＥＤが点灯している状態で遊技者がいずれかのストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒ
を押圧操作すれば、対応する操作有効ＬＥＤ１２２Ｌ、１２２Ｃ、１２２Ｒが消灯すると
ともに、対応するリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの回転が停止され、透視窓１４からは対
応する可変表示部の上、中、下段に図柄が表示される。なお、ストップボタン４０Ｌ、４
０Ｃ、４０Ｒを押圧操作する順序は不定であって遊技者が任意に選択することが出来る。
【００７２】
また、遊技者がストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒを押圧操作しない場合には、所定
時間（例えば３０秒）が経過した時点で例えばリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの優先順序
で自動的に順次停止する。
【００７３】
そして３つのうちいずれか２つのリールの回転が停止された時点で、賭数に応じて有効化
されたいずれかの入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３’上に同種の図柄が揃って
停止表示された場合にはリーチが成立する。
【００７４】
さらに全てのリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒが停止された時点で、賭数に応じて有効化さ
れたいずれかの入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３’上に予め定められた図柄の
組み合わせが表示された場合は入賞となり、各種遊技効果ＬＥＤ部４１～４３の内部に内
蔵された遊技効果ＬＥＤ１３０～１３３（図４参照）や入賞ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ２’、
Ｌ３、Ｌ３’に対応するリールＬＥＤ５５等が点灯するとともに、スピーカ１３６ａ、１
３６ｂ、１３７から効果音等が出力されること等による演出が実行される。そして、入賞
内容に対応して予め定められた所定枚数のメダルが遊技者に対してクレジットとして払出
されてクレジット表示部３１に表示されたクレジット数が加算更新される。また、クレジ
ット数が上限数に達した場合には、メダルが直接メダル払出穴から払い出される。これら
メダルの払出し枚数はペイアウト表示部３３に表示される。
【００７５】
また、特に予め定められた特別図柄の組み合わせが表示されて大当たり入賞した場合等に
あっては、メダルの払出しが行なわれるとともに、通常遊技状態とは異なるとともに、遊
技者にとって有利な、すなわち大量のメダルを獲得出来る特別遊技状態が発生し、小役ゲ
ームとレギュラーボーナスが提供されるビッグボーナス（以下ＢＢと称する）や、１回の
レギュラーボーナスが提供されるレギュラーボーナス（以下ＲＢと称する）が遊技者に対
して遊技価値として付与されるようになっている。
【００７６】
なお、このように入賞することにより遊技者に対して付与される「遊技価値」は、メダル
及びクレジット等の有価価値に限らず、上記のように大当たり入賞した場合等において遊
技者に対して付与されるＢＢやＲＢ等、遊技に関連する特典全てを含む。
【００７７】
図４は、スロットマシン１に設けられた各種基板と電気部品との接続状況を説明するため
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のブロック図である。また、図５は、遊技制御基板２００に設けられた遊技制御手段とし
ての制御部２１０の構成と、演出制御基板２０１に設けられた演出制御手段としての制御
部２３０の構成と、を説明するためのブロック図である。
【００７８】
スロットマシン１に設けられた各種基板のうち、遊技制御基板２００によって遊技状態が
制御され、演出制御基板２０１によって遊技状態に応じた演出制御がなされる。また、電
源基板２０２にはスロットマシン１の外部から電源が供給される。この電源基板２０２に
は、ＡＣ１００Ｖの電源の供給を受けるための電源コード８４と、メインスイッチ８０と
が接続されている。
【００７９】
遊技制御基板２００は、演出制御基板２０１、電源基板２０２、リール中継基板２０３と
配線接続されているとともに、リール中継基板２０３を介して外部出力基板２０５と、ま
た、演出制御基板２０１を介してリールＬＥＤ中継基板２０４と接続されている。
【００８０】
遊技制御基板２００の制御部２１０は、遊技状態がレギュラーボーナス状態であることを
示すＲＢ中信号や、遊技状態がビッグボーナス状態であることを示すＢＢ中信号、各リー
ル５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒに対応するリールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒを制御するた
めのリール制御信号（モータ位相信号）、賭数を設定するために用いられたメダル数を示
すメダルＩＮ信号、入賞の発生により遊技者に払出されたメダル（クレジット）数を示す
メダルＯＵＴ信号などをリール中継基板２０３を介して外部出力基板２０５からスロット
マシン１の外部に出力する制御を行う。なお、ストップスイッチ１０３Ｌ、１０３Ｃ、１
０３Ｒの操作がなされた旨を示すストップスイッチ信号は、後述するようにストップスイ
ッチ１０３Ｌ、１０３Ｃ、１０３Ｒから直接出力された信号である。
【００８１】
遊技制御基板２００には、各種のスイッチ、センサ、ＬＥＤ、ソレノイド、及び表示器か
らの配線が接続されている。
【００８２】
例えば、電源基板２０２に配線接続された設定スイッチ８３、設定キースイッチ８２、第
２リセットスイッチ８１、払出しセンサ６１、及びホッパーモータ６２は、電源基板２０
２によって中継されて遊技制御基板２００と配線接続されており、それぞれのスイッチ及
びセンサの検出信号は、遊技制御基板２００の制御部２１０に入力される。また、制御部
２１０は、メダルの払出し条件（メダルを払出す必要のある入賞の発生、精算スイッチ１
０４からの検出信号の入力）が成立すると、ホッパーモータ６２に制御信号を出力して、
所定数のメダルを払出す払出し制御を実行する。
【００８３】
リール中継基板２０３に配線接続されたリールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒ、及びリー
ルセンサ５６Ｌ、５６Ｃ、５６Ｒは、リール中継基板２０３によって中継されて遊技制御
基板２００に配線接続されており、リールセンサ５６の検出信号は、遊技制御基板２００
の制御部２１０に入力される。リールＬＥＤ５５は、リールＬＥＤ中継基板２０４によっ
て中継されて演出制御基板２０１に配線接続されている。遊技制御基板２００の制御部２
１０は、始動条件（スタートスイッチ１０２の検出信号の入力）が成立すると、リールモ
ータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒに制御信号を出力してリールの変動を開始させた後、表示結
果を導出表示させる可変表示制御を実行する。
【００８４】
遊技制御基板２００に配線接続されたスイッチのうち、１枚ＢＥＴスイッチ１００は１枚
ＢＥＴボタン３６ａの操作を検出し、ＭＡＸＢＥＴスイッチ１０１はＭＡＸＢＥＴボタン
３６ｂの操作を検知するスイッチであり、スタートスイッチ１０２はスタートレバー３８
の操作を検出するスイッチであり、左、中、右ストップスイッチ１０３Ｌ、１０３Ｃ、１
０３Ｒは、左、中、右ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒの操作を検出するスイッチ
である。精算スイッチ１０４は、精算ボタン３７の操作を検出するスイッチであり、第１
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リセットスイッチ１０５は、施錠装置３の鍵穴３ａに挿入したキーによるスロットマシン
１のリセット操作を検出するスイッチである。
【００８５】
投入メダルセンサ１０６は、メダル投入部３４に投入されたメダルを検出するセンサであ
る。流路切替ソレノイド１０７は、メダル投入部３４に投入されたメダルの流路をホッパ
ータンク５７側もしくはメダル払出穴９側に切り換えるためのソレノイドである。
【００８６】
クレジット表示器１０８はクレジット表示部３１を構成する表示器であり、ゲーム回数表
示器１０９はゲーム回数表示部３２を構成する表示器であり、ペイアウト表示器１１０は
ペイアウト表示部３３を構成する表示器である。
【００８７】
リプレイＬＥＤ１１１は、リプレイ表示部２７に内蔵されるＬＥＤであり、スタートＬＥ
Ｄ１１２は、スタート表示部２８に内蔵されるＬＥＤであり、ウェイトＬＥＤ１１３はウ
ェイト表示部２９に内蔵されるＬＥＤである。投入指示ＬＥＤ１１４は、投入指示表示部
３０に内蔵されるＬＥＤである。
【００８８】
１枚賭けＬＥＤ１１５は１枚賭け表示部４５に、２枚賭けＬＥＤ１１６は２枚賭け表示部
４６に、３枚賭けＬＥＤ１１７は３枚賭け表示部４７に内蔵されるＬＥＤである。なお、
ボーナス告知ＬＥＤ１２０はストップボタンユニット３９に内蔵されるＬＥＤである。Ｂ
ＥＴボタンＬＥＤ１２１ａは１枚ＢＥＴボタン３６ａに、ＢＥＴボタンＬＥＤ１２１ｂは
ＭＡＸＢＥＴボタン３６ｂに内蔵されるＬＥＤである。左操作有効ＬＥＤ１２２Ｌは、左
ストップボタン４０Ｌに内蔵されるＬＥＤであり、中操作有効ＬＥＤ１２２Ｃは、中スト
ップボタン４０Ｃに内蔵されるＬＥＤであり、右操作有効ＬＥＤ１２２Ｒは、右ストップ
ボタン４０Ｒに内蔵されるＬＥＤである。
【００８９】
電源基板２０２あるいはリール中継基板２０３を介して、あるいはこれらの基板を介する
ことなく遊技制御基板２００に配線接続された各種ＬＥＤ及び表示器は、遊技制御基板２
００に搭載された制御部２１０によって制御される。また、制御部２１０は、遊技制御基
板２００に接続され、または、電源基板２０２あるいはリール中継基板２０３を介して遊
技制御基板２００に接続された各種スイッチ及びセンサの検出信号を受け、遊技状態を制
御する。
【００９０】
特に、制御部２１０によって制御される「クレジット表示器１０８、ゲーム回数表示器１
０９、ペイアウト表示器１１０、リプレイＬＥＤ１１１、スタートＬＥＤ１１２、ウエイ
トＬＥＤ１１３、投入指示ＬＥＤ１１４、各枚賭けＬＥＤ１１５～１１７、ボーナス告知
ＬＥＤ１２０、左、中、右操作有効ＬＥＤ１２２Ｌ、１２２Ｃ、１２２Ｒ」は、遊技の進
行に関わる情報を報知するものであり、それが機能しなければ遊技を行うことに支障が出
るような、いわば“必須報知装置”といえる。これらの“必須報知装置”が遊技状態を制
御する制御部２１０によって制御されるために、たとえ、演出制御基板２０１が故障した
としても、少なくとも遊技の進行に必要な情報が遊技者に提供される。このため、遊技者
に不利な状態で遊技が進行してしまうことを防止できる。
【００９１】
図５を参照して、遊技制御基板２００に設けられた制御部２１０は、制御動作を所定の手
順で実行することの出来るＣＰＵ（Central Processing Unit）２１１と、ＣＰＵ２１１
の制御プログラムを格納するＲＯＭ（Read Only Memory）２１３と、必要なデータの書き
込み及び読み出しが出来るＲＡＭ（Random Access Memory）２１２と、ＣＰＵ２１１と外
部回路との信号の整合性をとるためのＩ／Ｏポート２１４とを含む。
【００９２】
また、遊技制御基板２００には、電源投入時にＣＰＵ２１１にリセットパルスを与える初
期リセット回路２１７と、ＣＰＵ２１１にクロック信号を与えるクロック発生回路２１８
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と、クロック発生回路２１８からのクロック信号を分周して割込パルスを定期的にＣＰＵ
２１１に与えるパルス分周回路（割込パルス発生回路）２１９と、一定範囲の乱数を高速
で連続的に発生している乱数発生回路２２１と、乱数発生回路２２１から乱数をサンプリ
ングするサンプリング回路２２２と、バッファ回路２２０とが設けられる。さらに、遊技
制御基板２００には、各種スイッチからの信号が入力されるスイッチ回路２１５や、モー
タ回路２１６、その他、図示しないソレノイド回路等が設けられている。さらに、遊技制
御基板２００には、停電時にＲＡＭ２１２の記憶を保持させるためのバックアップ電源２
２３が設けられている。ＲＡＭ２１２には、各種表示器（クレジット表示器１０８、ゲー
ム回数表示器１０９、ペイアウト表示器１１０）に表示するべき情報、賭数、内部当選フ
ラグ、出玉率の設定値など、遊技に必要な情報が記憶され、停電時にこれらの情報がバッ
クアップされるために、停電の回復後に、停電発生前の遊技状態に復帰出来る。
【００９３】
遊技制御基板２００の制御部２１０から演出制御基板２０１へは、バッファ回路２２０を
介して後述する各種コマンドが出力される。バッファ回路２２０は、遊技制御基板２００
の内部から外部への信号の出力を許容するが遊技制御基板２００の外部から内部へ信号が
入力されることを阻止する不可逆性出力手段として機能する。このため、遊技制御基板２
００と演出制御基板２０１との間において、遊技制御基板２００から演出制御基板２０１
への一方向通信が担保され、コマンドの伝送経路を介して遊技制御基板２００に信号を入
力させて不正な制御動作を行わせる不正行為を防止できる。
【００９４】
演出制御基板２０１には、遊技効果ＬＥＤ１３１～１３３と、液晶表示器１３５と、放音
部１２ａ、１２ｂ、１３に内蔵されるスピーカ１３６ａ、１３６ｂ、１３７と、上、中、
下段の前面カバーパネルパネル３０３、３３１、３２０を内側から照らす各蛍光灯１３８
と、演出用ランプ１４０～１４９と、がぞれぞれ接続され、さらに、リールＬＥＤ中継基
板２０４を介してリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒに内蔵されているリールＬＥＤ５５が接
続されている。
【００９５】
演出制御基板２０１には、マイクロコンピュータからなる制御部２３０と、各スピーカ１
３６ａ、１３６ｂ、１３７から音を出力させるためのスピーカ駆動回路２３５と、液晶表
示器１３５を表示制御するための表示駆動回路２３６と、各種ＬＥＤを点灯あるいは点滅
させるためのＬＥＤ駆動回路２３７と、バックアップ電源２３８とが搭載されている。
【００９６】
制御部２３０は、ＣＰＵ２３１と、必要なデータの書き込み、及び書き出しが出来るＲＡ
Ｍ２３２と、制御プログラムを格納するＲＯＭ２３３と、Ｉ／Ｏポート２３４と、を含む
。ＲＡＭ２３２の記憶データはバックアップ電源２３８によりバックアップされているた
め、制御部２３０は、停電の回復時に停電発生前に記憶されていたデータに基づいて演出
制御を再開出来る。
【００９７】
制御部２３０のＲＯＭ２３３には、演出制御基板２０１から送信されたコマンドに対応し
た演出パターンを定めたデータテーブルが記憶されている。このデータテーブルは、各遊
技効果ＬＥＤ１３１～１３３、液晶表示器１３５、各スピーカ１３６ａ、１３６ｂ、１３
７、各蛍光灯１３８、各演出用ランプ１４０～１４９、リールＬＥＤ５５別に分類されて
いる。例えば所定の遊技情報を示すコマンドを受信した場合、制御部２３０はその遊技状
態に応じた演出パターンを各データテーブルから読み出し、この読み出した演出パターン
に応じて各遊技効果ＬＥＤ１３１～１３３、液晶表示器１３５、各スピーカ１３６ａ、１
３６ｂ、１３７、各蛍光灯１３８、各演出用ランプ１４０～１４９、及びリールＬＥＤ５
５等を制御する。
【００９８】
演出制御基板２０１によって制御される「各遊技効果ＬＥＤ１３１～１３３、液晶表示器
１３５、各スピーカ１３６ａ、１３６ｂ、１３７、各蛍光灯１３８、各演出用ランプ１４
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０～１４９、及びリールＬＥＤ５５」は、遊技制御基板２００によって制御される各種表
示器などに比較すると、それが機能しなくても遊技の進行自体には影響を与えるものでな
く、演出効果を主眼においた、いわば、“演出装置”と呼べるものである。このため、た
とえ、演出制御基板２０１に故障が発生したとしても、遊技者に不利な遊技が提供されて
しまうことはないばかりか、制御部２１０の制御の負荷が軽減される。
【００９９】
図５に示されるように、スタートスイッチ１０２の検出信号は、スイッチ回路２１５を介
して制御部２１０に入力されるとともに、サンプリング回路２２２に入力される。制御部
２１０は、スタートスイッチ１０２の検出信号を受け、モータ回路２１６を介してリール
制御信号を出力する。このリール制御信号はリール中継基板２０３を介して各リール５１
Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ別に設けられたリールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒに入力される。
また、リール制御信号は、リール中継基板２０３及び外部出力基板２０５を介してスロッ
トマシン１の外部へ出力される。
【０１００】
これにより、各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒが変動し始める。また、リール制御信号の
伝送経路は、リール中継基板２０３においてリールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒ側と外
部出力基板２０５側とに分岐されており、外部出力基板２０５側へ出力されたリール制御
信号は、外部出力基板２０５からスロットマシン１の外部へも出力される。このように、
外部出力基板２０５から出力されるリール制御信号は、外部出力用に加工された信号では
なく、リールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒを駆動制御する信号そのものである。
【０１０１】
一方、サンプリング回路２２２は、スタートスイッチ１０２の検出信号が入力されたタイ
ミングで乱数発生回路２２１から１個の乱数をサンプリングし、その乱数をＣＰＵ２１１
に引き渡す。ＣＰＵ２１１は、そのサンプリングされた乱数と、ＲＯＭ２１３内に格納さ
れている入賞役別の入賞判定テーブルとを参照して、入賞の発生を許容するか否かを入賞
役別に決定し、その決定結果をＲＡＭ２１２に記憶させる。これにより、スタート操作が
されたタイミングで、入賞役の当選の有無が決定される。制御部２１０は、その後、入賞
役別の当選結果に応じてリールを制御する。
【０１０２】
さらに、制御部２１０は、スタートスイッチ１０２の検出信号が入力されたことに対応し
て、バッファ回路２２０を介して演出制御基板２０１にゲームの開始を特定可能なコマン
ドを出力する。演出制御基板２０１の制御部２３０は、そのコマンドに基づいてゲーム状
況を把握し、ゲーム開始時に対応して定められた演出パターンに従い各遊技効果ＬＥＤ１
３１～１３３、液晶表示器１３５、スピーカ１３６ａ、１３６ｂ、１３７、リールＬＥＤ
５５等を制御する。
【０１０３】
また、各ストップスイッチ１０３Ｌ、１０３Ｃ、１０３Ｒから出力されたストップスイッ
チ信号は、遊技制御基板２００、リール中継基板２０３、および外部出力基板２０５を往
復する信号経路を伝送された後、遊技制御基板２００のスイッチ回路２１５に入力される
。さらに、ストップスイッチ１０３Ｌ、１０３Ｃ、１０３Ｒから出力されたストップスイ
ッチ信号は直接、外部出力基板２０５を介して外部に出力されるように構成されている。
【０１０４】
ストップスイッチ信号の入力を受けた制御部２１０は、モータ回路２１６を介してストッ
プスイッチ信号に対応するリールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒを停止させるためのリー
ル制御信号を出力する。このリール制御信号は、リールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒに
入力されるとともに、外部出力基板２０５を介してスロットマシン１の外部へ出力される
。
【０１０５】
さらに、制御部２１０は、ストップスイッチ信号が入力されたことに対応して、バッファ
回路２２０を介して演出制御基板２０１にリールの停止時期を特定可能なコマンドを各リ
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ール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ別に出力する。演出制御基板２０１の制御部２３０は、その
コマンドに基づいてリールの停止時期に対応して定められた演出パターンに従い、遊技効
果ＬＥＤ１３１～１３３や、液晶表示器１３５や、スピーカ１３６ａ、１３６ｂ、１３７
、各蛍光灯１３８、各演出用ランプ１４０～１４９等を制御する。
【０１０６】
外部出力基板２０５から出力される信号は、たとえば、第３者機関が型式試験を行う際に
利用可能である。この型式試験では、たとえば、各ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０
Ｒの操作から１９０ｍｓ以内に各ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒに対応する各リ
ール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒが停止するか否かが確認される。このスロットマシン１の場
合、各ストップスイッチ１０３Ｌ、１０３Ｃ、１０３Ｒから出力されたストップスイッチ
信号が直接、外部出力基板２０５から出力されるために、各ストップボタン４０Ｌ、４０
Ｃ、４０Ｒが操作されたタイミングをスロットマシンの外部で正確に把握できる。同様に
、モータ回路２１６から出力されるリール制御信号が直接、外部出力基板２０５から出力
されるために、各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの始動および停止タイミングをスロット
マシンの外部で正確に把握出来る。このため、外部出力基板２０５から出力される信号を
用いて、「各ストップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒの操作から１９０ｍｓ以内に各スト
ップボタン４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒに対応する各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒが停止す
るか否かの試験」を行った場合には、正確な試験結果が得られる。また、「遊技制御基板
２００の制御部２１０で一旦、信号を取り込んでから外部出力基板２０５に信号を出力す
るような構成」とした場合には、遊技制御基板２００側で信号を加工して出力するような
不正がなされるおそれもあるが、本実施の形態によると、かかる不正行為をも防止できる
。
【０１０７】
次に、本実施例におけるスロットマシン１の本体を構成する筐体２及び筐体２の前面開口
を開閉可能とする前面扉４の構造を主に図６～図１０に基づいて説明する。
【０１０８】
まず、筐体２の内部に設置されるリールユニット５２は、図２において前述したように、
載置板９２に対して取り外し自在に取り付けられている。詳しくは図６（ａ）に示される
ように、金属板により構成されるリールユニット５２の左右の側板の外面下方所定箇所の
一部は外向きに屈曲形成されて突出片９３、９３が形成されているとともに、同じく金属
板により構成される載置板９２の上面所定箇所の一部は屈曲形成されており、リールユニ
ット５２の設置時において突出片９３、９３の上面に当接して上方への移動を規制するガ
イド片９４、９４がそれぞれ形成されている。また、リールユニット５２の下板の前端か
ら下向きに連設されたリールユニット前端片９６には、リールユニット５２を固定するた
めのネジ９８を挿通可能な挿通孔９７、９７が形成されているとともに、載置板９２の前
端から下向きに連設された載置板前端片９５には、ネジ９８を螺入可能なネジ孔９９、９
９が形成されている。
【０１０９】
リールユニット５２を載置板９２に固定するには、図６（ａ）に示されるように、リール
ユニット５２を載置板９２上に載置するとともに、リールユニット前端片９６の後面が載
置板前端片９５の前面に当接するまで奥方に向けてスライド移動させる。そして突出片９
３、９３がガイド片９４、９４の下面と載置板９２の上面との間に差し込まれた状態で、
挿通孔９７、９７からネジ９８を挿通してネジ孔９９、９９に螺入する。これによりリー
ルユニット５２は、突出片９３、９３とガイド片９４、９４との係止作用と、ネジ９８と
により移動不能に固定されることになる。また、ネジ９８を外して筐体２の手前側に引き
寄せれば簡単に取り外すことが出来る。
【０１１０】
このリールユニット５２に内蔵されるリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを制御する、すなわ
ちゲームの進行を制御する遊技制御手段としての制御部２１０が設けられた遊技制御基板
２００が収納された収納ケース５００は、前述したようにリールユニット５２の上面に一
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体的に取り付けられているため、リールユニット５２とともに取り外すことが出来る。
【０１１１】
この場合、例えばスロットマシン１の機種変更等に伴い、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ
の周面に配置する図柄を変更する際等においては、そのリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの
制御プログラム等も変更されるので、その制御プログラム等を登録するＲＯＭ２１３を備
える制御部２１０が設けられた遊技制御基板２００も交換することが多い。よって、リー
ルユニット５２に遊技制御基板２００が予め一体的に組み付けられていることで、互いを
接続するケーブル等の配線を外すことなく、交換を要する両者を筐体２から一緒に取り外
すことが出来るため、リールユニット５２及び遊技制御基板２００の交換作業を容易に行
うことが出来る。
【０１１２】
また、このような機種変更の際において、演出手段としての液晶表示器１３５による演出
内容を変更するのみの場合等においては、この液晶表示器１３５を制御する演出制御手段
としての制御部２３０に設けられるＲＯＭ２３３内に登録する表示プログラム等を変更す
るだけで表示内容を容易に変更出来、液晶表示器１３５自体は交換不要で複数種類の機種
間で共用出来るものであるため、前述したように演出手段としての液晶表示器１３５自体
は前面扉４の裏面側に取り付けられていることにより、例えばリールユニット５２等を交
換する際に一緒に取り外されたり、この交換作業の邪魔になることがない。すなわち、機
種変更時等において交換不要な演出手段を取り外す手間がかかることがないため、交換作
業効率の低減を回避できる。
【０１１３】
電源ユニット６４は、その後部上面所定箇所が筐体２の背板８５に固着された規制片１５
０の下面に当接されているとともに、その前面下端縁から前方に向かって連設された前向
片１５２に形成されたビス挿通孔（図示略）から挿通されて筐体２の底板８９内に螺入さ
れたビス１５１により固定されている。このように、固定用のビス１５１を挿通する挿通
孔が前向片１５２に形成されているので、ビス１５１による固定作業を筐体２の前方で容
易に行うことが出来る。
【０１１４】
また、筐体２の左右の側板８６、８７の外面上部所定箇所には、この筐体２を搬送する際
に取手として利用する凹部１５３が形成されている。このように手の係止部が、側板８６
、８７を貫通する貫通穴でなく凹部により形成されていることにより、例えば貫通穴を閉
塞部材等により閉塞したりすることなく、筐体２内部へ針金等を挿入されること等による
不正行為を効果的に防止出来る。なお、手の係止部を形成するために貫通穴を形成した場
合にあっては、貫通穴の内側に閉塞部材を設けることにより筐体２内部へ針金等を挿入さ
れること等による不正行為を効果的に防止出来る。
【０１１５】
筐体２に向かって左側の側板８６には、前述したように前面扉４の一端側が回動自在に枢
設されている。詳しくは、図３及び図６（ａ）に示されるように、前面扉４の一端側の側
板内面に固設される上下方向に延びる金属製の固定板１５４の上下所定箇所には、蝶番１
５５の一端側が固着されている。そして上下の蝶番１５５の他端側には、筐体２の側板８
６の内面に当接する金属製の取付板１５６の上下所定箇所が予め固着されている。
【０１１６】
取付板１５６の上、中、下部所定箇所には、側板８６の内面における上、中、下部所定箇
所に埋設されるナット１５７（図６（ｂ）、（ｃ）参照）に螺入される固定ネジ１５８を
取付板１５６の一方の端部側から挿通可能とする略Ｌ字状の溝部１５９がそれぞれ形成さ
れている。
【０１１７】
ここで前面扉４の筐体２への取り付け方法を簡単に説明する。まず、側板８６の内面にお
ける上、中、下部所定箇所に埋設されるナット１５７それぞれに、特に図６（ｂ）に示さ
れるように、ワッシャ１６６を挿通した固定ネジ１５８の先端の一部のみを螺入しておく
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。そして、前面扉４側に予め組み付けられた取付板１５６の各溝部１５９内に固定ネジ１
５８を挿通し、固定ネジ１５８が溝部１５９の屈曲部に到達した時点で前面扉４を下降さ
せると、取付板１５６の上、中、下部が溝部１５９内に挿通する固定ネジ１５８により係
止されて位置決めされた状態となり、この状態において図６（ｃ）に示されるように各固
定ネジ１５８をドライバー等によりねじ込むことにより、前面扉４が筐体２に対して固定
される。
【０１１８】
このように、筐体２側に複数設けられた固定用の固定ネジ１５８それぞれに係止可能な取
付板１５６が前面扉４側に予め一体的に組み付けられていることにより、固定ネジ１５８
による固定を前面扉４を筐体２に対して係止して位置決めした状態で行うことが出来るた
め、前面扉４に設けられた各種装置等により前面扉４が重くなっている状態でも筐体２に
対して簡単に取り付けることが出来る。
【０１１９】
次に図７～図１０に基づいて、前面扉４の詳細な構造を説明する。
【０１２０】
図７に示されるように、前面パネルとしての前面扉４は、主に非透光性の樹脂材等により
パネル状に形成される基体１６０からなり、前述したようにこの基体１６０の前面側には
各パネル３０３、３２０や飾り枠３０６、３５３、３２３等が設けられるとともに、後面
側にはパネル３３１や各種装置が取り付けられることにより構成されている。
【０１２１】
基体１６０の前面側には、その上端及び左右側端部に沿って複数設けられる遊技効果ＬＥ
Ｄ１３１を覆うカバー体１６１が前面側に取り付けられている。このカバー体１６１は、
内部の遊技効果ＬＥＤ１３１からの光がスロットマシン１の前方、上方、左右側方に向か
って透光されるように、透明な樹脂材により正面視下向きコ字状に形成されている。また
、このカバー体１６１により囲まれた領域における略中央位置には、各種ボタンやレバー
等が設けられる突出部７を構成する突出パネル１６２が前方から取り付けられている。
【０１２２】
基体１６０におけるカバー体１６１により囲まれた領域における突出部７よりも上方の領
域の上部には、横長長方形状の上開口部１６３が形成されているとともに、その下部には
下開口部１６４がそれぞれ形成されている。また、カバー体１６１により囲まれた領域に
おける突出部７よりも下方の領域には、凹部１６５が形成されている。
【０１２３】
上開口部１６３には、前述したカバー部材としての前面カバーパネル３０３と、この前面
カバーパネル３０３の後面側に設けられる化粧部材としての化粧シート３０４と、さらに
この化粧シート３０４の後面側に設けられる後部カバー部材としての後面カバーパネル３
０５とが一体化された上部飾り枠３０６が基体１６０の前面側から取り付けられるように
なっている。
【０１２４】
前面カバーパネル３０３は、ポリカーボネイト樹脂等の透光性の樹脂材により全体が透明
に形成されているとともに、その長手方向左右側には、その後方に設けられるスピーカ１
３６ａ、１３６ｂから出力される音を前方に放音させるための複数の孔部３０７が形成さ
れている。
【０１２５】
化粧シート３０４は、ポリエステル樹脂材等によりシート状に形成されているとともに、
長手方向略中央位置には、その後方に設けられる液晶表示器１３５の液晶表示部１５を前
面側から視認可能にするための開口部３０８が形成されているとともに、長手方向左右側
端部には、その後方に設けられるスピーカ１３６ａ、１３６ｂから出力される音を前方に
放音させるための切欠部３０９が形成されている。そしてその前面には所定の装飾が予め
印刷により施されている。この表面は所定の色（例えば青色等）にて着色されているとと
もに、開口部３０８の左右側の領域には、図１に示されるそのスロットマシン１における
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大当り、小役図柄が印刷されており、前述したような遊技情報表示部８を構成する。
【０１２６】
なお、この化粧シート３０４の前面に施す装飾は、このような入賞発生の対象となる大当
り、小役等の図柄の組み合わせに限定されるものではなく、例えば遊技方法（大当り中に
おけるリプレイ外し方法や、ストップボタン４１Ｌ、４１Ｃ、４１Ｒの押し順等）や、発
生可能な各種遊技状態（いわゆる遊技者にとって有利なビッグボーナス、レギュラーボー
ナスや、内部当選した小役賞に対応する図柄が遊技者に報知されるアシストタイム、再遊
技（リプレイ）が高確率で発生するリプレイタイム等）、これら各種遊技状態の発生が許
容された場合に出現するリーチ目等、遊技に関わる種々の情報を表示可能である。
【０１２７】
後面カバーパネル３０５は、ポリカーボネイト樹脂等の透光性の樹脂材により全体が透明
に形成されているとともに、その長手方向左右側には、その後方に設けられるスピーカ１
３６ａ、１３６ｂから出力される音を前方に放音させるための切欠部３１０が形成されて
いる。
【０１２８】
これら前面カバーパネル３０３、化粧シート３０４、後面カバーパネル３０５は、図７及
び図８（ａ）に示されるように、化粧シート３０４を前面カバーパネル３０３と後面カバ
ーパネル３０５とで前後方向から挟み込むように互いに重ね合わせて、前面カバーパネル
３０３を上部飾り枠３０６の後面側に突き合わせた後、後面カバーパネル３０５の後側か
ら、それぞれの四隅に形成されたネジ挿通孔３１１、３１２、３１３内にネジ３１４を挿
通し、上部飾り枠３０６の裏面四隅に形成された雌ねじ部３１５内に螺入することにより
、上部飾り枠３０６に一体的に取り付けることが出来る。
【０１２９】
一方、開口部１６３の開口周縁には、基体１６０の前方から取り付けられる上部飾り枠３
０６の後端縁に当接する内向片３１６が形成されているとともに、この内向片３１６の所
定箇所には、上部飾り枠３０６の後端周縁所定箇所から後ろ向きに突設されるとともに、
先端に係止爪３１７ａを有する係止片３１７を挿通可能なスリット穴３１８が、各係止片
３１７に対応して形成されている。
【０１３０】
よって、前面カバーパネル３０３、化粧シート３０４、後面カバーパネル３０５が一体的
に取り付けられた上部飾り枠３０６は、図７及び図８（ａ）に示されるように、基体１６
０の前方側から係止片３１７をスリット穴３１８内に差し込むようにして開口部１６３内
に嵌合することにより、係止片３１７の係止爪３１７ａが内向片３１６に係止されるため
、この係止作用により開口部１６３に取り付けることが出来る。なお、取り外す場合には
、基体１６０の後側から係止片３１７を変形させて、係止爪３１７ａと内向片３１６との
係止状態を解除することで容易に取り外すことが出来る。
【０１３１】
次に、凹部１６５には、前述したカバー部材としての前面カバーパネル３２０と、この前
面カバーパネル３２０の後面側に設けられる化粧部材としての化粧シート３２１と、さら
にこの化粧シート３２１の後面側に設けられる後部カバー部材としての後面カバーパネル
３２２とが一体化された下部飾り枠３２３基体１６０の前面側から取り付けられるように
なっている。
【０１３２】
前面カバーパネル３２０、及び後面カバーパネル３２２は、ポリカーボネイト樹脂等の透
光性の樹脂材により全体が透明に形成されている。
【０１３３】
化粧シート３２１は、ポリエステル樹脂材等によりシート状に形成されているとともに、
その前面には所定の装飾が予め印刷により施されている。この表面は所定の色（例えば青
色等）にて着色されているとともに、このスロットマシン１の機種を特定可能なタイトル
名（機種名）が印刷されており、前述したようなタイトル（機種名）表示部２６を構成し
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ている。
【０１３４】
なお、この化粧シート３２１の前面に施す装飾は、このようなタイトル名に限定されるも
のではなく、その機種固有の図柄等、種々の内容を表示することが可能である。
【０１３５】
これら前面カバーパネル３２０、化粧シート３２１、後面カバーパネル３２２は、図７及
び図８（ｂ）に示されるように、化粧シート３２１を前面カバーパネル３２０と後面カバ
ーパネル３２２とで前後方向から挟み込むように互いに重ね合わせて、前面カバーパネル
３２０を下部飾り枠３２３の後面側に突き合わせた後、後面カバーパネル３２２の後側か
ら、それぞれの四隅に形成されたネジ挿通孔３２４、３２５、３２６内にネジ３２７を挿
通し、下部飾り枠３２３の裏面四隅に形成された雌ねじ部３２８内に螺入することにより
、下部飾り枠３２３に一体的に取り付けることが出来る。
【０１３６】
一方、凹部１６５の底面周縁には、基体１６０の前方から取り付けられる下部飾り枠３２
３の後端縁が当接するとともに、下部飾り枠３２３の後端周縁所定箇所から後ろ向きに突
設される、先端に係止爪３２９ａを有する係止片３２９を挿通可能なスリット穴３３０が
、各係止片３２９に対応して形成されている。なお、凹部１６５の底面略中央には、化粧
シート３２１を後方から照らす蛍光灯１３８が取り付けられている。
【０１３７】
よって、前面カバーパネル３２０、化粧シート３２１、後面カバーパネル３２２が一体的
に取り付けられた下部飾り枠３２３は、図７及び図８（ｂ）に示されるように、基体１６
０の前方側から係止片３２９をスリット穴３３０内に差し込むようにして凹部１６５内に
嵌合することにより、係止片３２９の係止爪３２９ａが底面に係止されるため、この係止
作用により凹部１６５に取り付けることが出来る。なお、取り外す場合には、基体１６０
の後側から係止片３２９を変形させて、係止爪３２９ａと底面との係止状態を解除するこ
とで容易に取り外すことが出来る。
【０１３８】
下開口部１６４には、図９及び図１０に示されるように、前述したカバー部材としての前
面カバーパネル３３１と、この前面カバーパネル３３１の後面側に設けられる化粧部材と
しての化粧シート３３２と、さらにこの化粧シート３３２の後面側に設けられる後部カバ
ー部材としての後面カバーパネル３３３とが、その端部複数箇所を保持するクリップ３４
２により互いに重ね合わされた状態で、基体１６０の後面側から取り付けられるようにな
っている。
【０１３９】
前面カバーパネル３３１及び後面カバーパネル３３３は、下開口部１６４よりも若干大き
く、ポリカーボネイト樹脂等の透光性の樹脂材により全体が透明に形成されている。
【０１４０】
化粧シート３３２は、ポリエステル樹脂材等により形成されているとともに、その表面に
は、後方に設けられる各種ＬＥＤ１１１～１１７からの光を前方に透過させるための孔部
３１９と、演出用ランプ１４０～１４９からの光を前方に透過させるための透光窓３３４
と、各種表示器１０８～１１０の表示部を前方から視認可能とする開口部３３５と、前述
した各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒにより構成される可変表示部を前面側から視認可能
にする透明な透視窓１４とが形成されている。なお、各透光窓３３４には、ランプの点灯
により遊技者に報知する内容（文字、数字、図柄等）が図９に示されるように印刷されて
いるとともに、透視窓１４と左右の各透視窓３３４との間には入賞ラインＬ１～Ｌ３’（
図１参照）が印刷されている。また、表面におけるこれら孔部３１９、透光窓３３４、開
口部３３５以外の領域は、前面から内部が視認出来ないように所定の色（例えば青色等）
にて着色されて非透光領域とされている。
【０１４１】
一方、基体１６０後面における下開口部１６４の下部所定箇所には、前述のようにクリッ
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プ３４２により一体的に組み付けられた状態で下開口部１６４の後面側に配置される前面
カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル３３３の下端を支持するＬ字
状の２つの支持片３３６がそれぞれ突設されている。また、開口左右側所定箇所には、前
面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル３３３の左右端縁上部に当
接して左右方向の移動を規制するガイド片３３７がそれぞれ突設されている。
【０１４２】
下開口部１６４の上部所定箇所には、後述するユニット部材３４０を固定する固定ネジ３
４１が螺合される雌ネジ部３３８ａが形成された支柱３３８が立設されているとともに、
開口周縁所定箇所には、前記クリップ３４２を収容可能とする収容凹部３３９が４箇所に
形成されている。さらに下開口部１６４の下方左右側所定箇所には、ユニット部材３４０
の下端を回動自在に受支する軸受部材３５２が形成されている。
【０１４３】
さらに下開口部１６４の周囲には、下開口部１６４を通して針金等が差し込まれることに
よる不正行為を防止するための枠状の突片３７０が後向きに突設されている。詳しくは、
この突片３７０が下開口部１６４を囲むように形成されていることで、例えば下開口部１
６４の後面側に前面カバーパネル３３１が配置された状態において、基体１６０の前方か
ら下開口部１６４の周縁部後面と前記前面カバーパネル３３１の周縁部前面との間から針
金等が差し込まれても、針金の先端が突片３７０の内面に当接して進入が規制されるため
、針金等による外部からの不正行為が効果的に抑制される。
【０１４４】
なお、ここでは針金等の差込による不正行為を防止するために後向きの突片３７０が形成
されているが、例えば前面カバーパネル３３１の周縁に前向きの折り返し片等を形成する
とともに、基体１６０の後面における下開口部１６４の周縁部に前記折り返し片を嵌合可
能な溝部等を形成しておくこと等によっても、前面カバーパネル３３１が配置された状態
において下開口部１６４を通して針金等が差し込まれるのを効果的に防止することが出来
る。
【０１４５】
すなわち、このように基体１６０の開口部の周辺に前面カバーパネル３３１を着脱自在に
設ける場合等においては、開口部周りに針金等の進入を規制する規制手段を形成しておく
ことが好ましい。
【０１４６】
ユニット部材３４０は、演出用ランプ１４０～１４４が設けられたランプ基板３４３と、
演出用ランプ１４５～１４９が設けられたランプ基板３４４と、各種ＬＥＤ１１１～１１
７及び各種表示器１１０～１１２が設けられた基板３４５とが一体的に組み付けられる部
材であり、図９及び図１０に示されるように、各種ＬＥＤ１１１～１１７、各種ランプ１
４０～１４９及び各種表示器１１０～１１２を後側から収容可能に構成されているととも
に、各種ＬＥＤ１１１～１１７、各種ランプ１４０～１４９からの光が前方に透過される
ように、また、各種表示器１１０～１１２の表示部が前側に臨むように前後面が開口され
ている。
【０１４７】
ユニット部材３４０は、図１０に示されるように、その後方に設けられるリール５１Ｌ、
５１Ｃ、５１Ｒを前方に臨ませるために、そのリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを前面側か
ら視認可能とするように化粧シート３３２に形成された透視窓１４を避けるように上向き
に開口するコ字状に形成されている。また内部には、各種ＬＥＤ１１１～１１７、各種ラ
ンプ１４０～１４９及び各種表示器１１０～１１２間を仕切る仕切板３４６が複数設けら
れているとともに、各種基板３４３～３４５を後側から取り付けるための取付ネジ３４７
が螺合される雌ネジ部３４８が設けられている。
【０１４８】
ユニット部材３４０の左右側外面下部からは、円柱状の軸部材３４９がそれぞれ外向きに
突設されているとともに、左右の腕部上端面には、基体１６０に対して固定するための固
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定ネジ３４１を挿通する挿通孔３５０が形成された固定片３５１がそれぞれ上向きに突設
されている。なお、左右の軸部材３４９を受支する軸受部材３５２は、上向きに開口する
縦断面略Ｕ字状に形成されているため、特に図１０に示されるようにユニット部材３４０
を基体１６０に対して回動不能に固定した状態における軸部材３４９の軸受部材３５２か
らの後方への逸脱が防止されている。
【０１４９】
ここで前面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル３３３の基体１６
０における下開口部１６４への取り付け、取り外し方法を説明する。
【０１５０】
まず、前述したように、化粧シート３３２の前後面を前面カバーパネル３３１及び後面カ
バーパネル３３３により挟み込むように互いに重ね合わせた状態でクリップ３４２を介し
てこれらを一体化する。そして基体１６０の後側から、前面カバーパネル３３１を前向き
にした状態でその下端を支持片３３６上に支持させるとともに、左右のガイド片３３７間
に収まるように配置する。
【０１５１】
この時、各クリップ３４２の前面側は収容凹部３３９内に収容されるため、前面カバーパ
ネル３３１の前面周縁部近傍が基体１６０の前方側から下開口部１６４周りに取り付けら
れた中央飾り枠３５３の後端に確実に当接され、下開口部１６４が前面カバーパネル３３
１により覆われる（図１０参照）。
【０１５２】
この状態で、各種ＬＥＤ１１１～１１７、１４０～１４９及び各種表示器１１０～１１２
が一体的に組み付けられたユニット部材３４０を、図１０中２点鎖線で示されるように傾
けた状態にして、その軸部材３４９を軸受部材３５２に嵌合する。そしてこの状態から、
軸部材３４９を回動中心としてユニット部材３４０の上端側を反時計周りに回動させ、ユ
ニット部材３４０の前端面を後面カバーパネル３３３の後面に当接させた状態で、固定ネ
ジ３４１を固定片３５１の挿通孔３５０に後側から挿通して支柱３３８の雌ネジ部３３８
ａに螺入する。
【０１５３】
このように固定ネジ３４１を雌ねじ部３３８ａ内に螺入することにより、後面カバーパネ
ル３３３の後面にユニット部材３４０の前端面が圧接され、支持片３３６及びガイド片３
３７により支持されて位置決めされた前面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面
カバーパネル３３３は、ユニット部材３４０により中央飾り枠３５３の後端面に対して押
圧されるようになっている。
【０１５４】
よって、支持片３３６及びガイド片３３７により支持されて位置決めされた前面カバーパ
ネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル３３３を基体１６０に対してネジ等を
介して固定することなく、基体１６０とユニット部材３４０とで挟持して所定位置に保持
することが出来るため、前面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル
３３３の取り付け、取り外しを容易に行うことが出来るばかりか、取り付けられた化粧シ
ート３３２のよれや位置ずれが効果的に防止される。
【０１５５】
以上説明してきたように、本発明実施例のスロットマシン１にあっては、その本体を構成
する筐体２の前面に設けられる前面パネルとしての前面扉４の基体１６０に対して、カバ
ー部材としての前面カバーパネル３０３、３３１、３２０がそれぞれ着脱自在に取り付け
られているとともに、この前面カバーパネル３０３、３３１、３２０の後面側には、前面
の少なくとも一部に装飾が施された化粧シート３０４、３３２、３２１が、前記基体１６
０に対して交換可能に取り付けられ、この前面カバーパネル３０３、３３１、３２０を通
して化粧シート３０４、３３２、３２１に施された装飾が視認可能に構成されているため
、装飾が施された化粧シート３０４、３３２、３２１を後述するように交換することで、
基体１６０の前面意匠を、基体１６０全体を交換することなく容易に変更することが出来
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るとともに、化粧シート３０４、３３２、３２１の前面は前面カバーパネル３０３、３３
１、３２０により保護されるため、化粧シート３０４、３３２、３２１の前面の劣化や損
傷が効果的に防止される。
【０１５６】
本実施例におけるカバー部材としての前面カバーパネル３０３、３３１、３２０は透明な
樹脂材により形成され、全体が透光性を有していたが、本発明においては、その後面側に
設けられる化粧シート３０４、３３２、３２１の前面に施された装飾の少なくとも一部を
前方から視認可能となるように、透光性領域が少なくとも一部に形成されていればよい。
また、透光性領域は必ずしも無色透明からなるものに限定されるものではなく、後面側に
取り付けられる化粧シート３０４、３３２、３２１の前面に施された装飾の少なくとも一
部を前方から視認可能であれば、着色されていてもよい。
【０１５７】
また、化粧シート３０４、３３２、３２１のさらに後面側には、前面カバーパネル３０３
、３３１、３２０とは別個に形成される後部カバー部材としての後面カバーパネル３０５
、３３３、３２２が、基体１６０に対して着脱自在に取り付けられているので、化粧シー
ト３０４、３３２、３２１の後面が前面カバーパネル３０３、３３１、３２０により保護
され、化粧シート３０４、３３２、３２１の前面の劣化や損傷が効果的に防止されるばか
りか、配置された化粧シート３０４、３３２、３２１のよれや位置ずれ等が防止される。
【０１５８】
また、本実施例における後部カバー部材としての後面カバーパネル３０５、３３３、３２
２は透明な樹脂材により形成され、全体が透光性を有していたが、これは、各後面カバー
パネル３０５、３３３、３２２の後面側に設けられる装飾装置としての蛍光灯１３８や各
種ＬＥＤからの光を前方に透光させるためであるため、このような必要がない場合におい
ては、後部カバー部材に透光性領域を形成しなくてもよい。
【０１５９】
なお、本実施例におけるユニット部材３４０には、化粧シート３３２を装飾する装飾装置
としての各種ランプ１４０～１４９、各種ＬＥＤ１１１～１１７、各種表示器１０８～１
１０が組み付けられていたが、組み付けられる装飾装置は上記のようなランプ、ＬＥＤ、
表示器等に限定されるものではなく、化粧シートを装飾可能な装置であれば蛍光灯や液晶
表示器等であってもよい。さらに、化粧部材の後面側に設ける必要がある装置であれば、
例えばスピーカ等が設けられてもよい。
【０１６０】
また、本実施例においては、前面カバーパネル３０３と化粧シート３０４と後面カバーパ
ネル３０５とは、上部飾り枠３０６に対して一体的に組み付けられた状態で、また、前面
カバーパネル３２０と化粧シート３２１と後面カバーパネル３２２とは、下部飾り枠３２
３に対して一体的に組み付けられた状態で、また、前面カバーパネル３３１と化粧シート
３３２と後面カバーパネル３３３とは、クリップ３４２を介して一体化された状態で、そ
れぞれ基体１６０に対して着脱自在に取り付けられるため、これらの基体１６０への取り
付け、取り外しを容易に行うことが出来るばかりか、前面及び後面カバーパネルにより挟
持された状態で基体１６０に設けられた化粧シート３０４、３３２、３２１の位置ずれ等
が効果的に防止される。
【０１６１】
さらに化粧シート３０４、３３２、３２１は、それぞれ基体１６０の上、中、下段位置に
別々に設けられているため、例えば遊技情報表示部８に表示する内容のみを変更すればよ
い場合、透視窓１４周りの表示部や装飾のみを変更すればよい場合、機種名表示部２６に
表示する内容のみを変更すればよい場合等において、基体１６０の前面意匠のうち変更が
必要な箇所のみ部分的に変更することが可能となるため、化粧シートの交換が容易となる
。
【０１６２】
詳しくは、基体１６０における、筐体２の上下方向略中央位置に配置されたリールユニッ
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ト５２（可変表示装置５０）の前方位置に、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを前方から視
認可能とするように構成された前面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバー
パネル３３３が設けられることにより、機種変更により、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ
の周面に配置される図柄等が変更される場合等において、化粧シート３３２を、変更され
る図柄等に対応した装飾が施された化粧シートに変更するだけで透視窓１４周りの装飾を
容易に変更することが出来る。
【０１６３】
また、基体１６０における、筐体２の上下方向略中央位置に配置されたリールユニット５
２（可変表示装置５０）よりも上方位置には、前面カバーパネル３０３、化粧シート３０
４、後面カバーパネル３０５が設けられることで、基体１６０の上部領域の意匠のみを部
分的に変更することが可能であるとともに、これとは別に基体１６０における、筐体２の
上下方向略中央位置に配置されたリールユニット５２（可変表示装置５０）よりも下方位
置には、前面カバーパネル３２０、化粧シート３２１、後面カバーパネル３２２が設けら
れることで、基体１６０の下部領域の意匠のみを部分的に変更することが可能である。
【０１６４】
前面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル３３３にあっては、基体
１６０の後面側に取り付けられており、基体１６０の前方からの取り外しが困難となって
いるため、筐体２内部に配設される各種装置、特に本実施例においては、その後方に設け
られるリールユニット５２の上面に固定される遊技制御基板２００への不正行為を効果的
に防止出来る。
【０１６５】
また、前面カバーパネル３３１、化粧シート３３２、後面カバーパネル３３３は、基体１
６０の後面側に回動自在に設けられるとともに、前面カバーパネル３３１、化粧シート３
３２、後面カバーパネル３３３を後方から照らす各種ランプ、ＬＥＤや表示器等が組み付
けられるユニット部材３４０により後方から圧接されることにより配置位置に保持される
ようになっているため、化粧シート３３２のよれや位置ずれ等が効果的に防止されるばか
りか、ユニット部材３４０の上端を基体１６０の所定箇所に固定するだけで、そのユニッ
ト部材３４０を回動不能に固定できるとともに、前面カバーパネル３３１、化粧シート３
３２、後面カバーパネル３３３を所定の配置位置に保持できるため、取り付け、取り外し
を容易に行うことが出来る。
【０１６６】
なお、このユニット部材３４０の形状や大きさ等は後述するように任意に変形可能である
とともに、それに組み付ける照明装置としてのＬＥＤやランプ等の種類も限定されるもの
ではなく、それ以外の表示器等の各種装置が組み込まれていてもよい。
【０１６７】
また、本実施例におけるユニット部材３４０は、その下端を中心に回動自在に、かつ、取
り外し自在に設けられていたが、後述するような形状の変更等に応じて、左右端や上端を
中心に回動自在に設けられていてもよいし、単に基体１６０に対して取り外し自在に設け
られていてもよい。
【０１６８】
次に、例えば機種変更に伴ってスロットマシン１の構成を変更する際における各種部材、
装置の交換例を、図１１～図１５に基づいて説明する。
【０１６９】
まず図１１には、所定の演出を実行する演出手段としての液晶表示器１３５が、筐体２の
設置板９２に対して交換可能に取り付けられたユニットとしてのリールユニット５２の側
面に一体的に組み付けられ、この液晶表示器１３５の液晶表示部１５が、可変表示部を構
成する透視窓１４の側方に設けられるとともに、透視窓１４が、図１１（ａ）、（ｃ）に
示されるように、各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒに対応してする３つの透視窓１４Ｌ、
１４Ｃ、１４Ｒにて構成されているスロットマシン１ａが示されている。
【０１７０】
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上記実施例におけるスロットマシン１においては、液晶表示部１５は前面カバーパネル３
０３の略中央部に設けられ、かつ、液晶表示器１３５は前面扉４を構成する基体１６０の
後面上部に取り付けられていたが、このスロットマシン１ａのように、液晶表示器１３５
は筐体２側に取り付けることも可能である。また、この液晶表示器１３５、及びこの液晶
表示器１３５を制御する演出制御手段が設けられる演出制御基板２０１が収納された収納
ケース５５０は、設置板９２に対して着脱自在なリールユニット５２の側面に一体的に組
み付けられている。
【０１７１】
すなわち、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒと、このリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを制御
をする遊技制御手段が設けられた遊技制御基板２００が収納された収納ケース５００とが
一体的に組み付けられるとともに、設置板９２に対して着脱自在に取り付けられたリール
ユニット５２に、演出手段としての液晶表示器１３５と、前記遊技制御基板２００とは別
個に設けられるとともに、前記液晶表示器１３５を制御する演出制御手段が設けられた演
出制御基板２０１が収容される収容ケース５５０とが一体的に組み付けられている。
【０１７２】
このように、液晶表示器１３５を制御する演出制御手段が設けられた演出制御基板２０１
が、筐体２に対して交換可能に取り付けられたリールユニット５２に一体的に組み付けら
れていることにより、例えば機種変更等に伴うゲーム内容の変更とともに、液晶表示部１
５に表示する演出内容も変更する場合、新たな演出プログラムを登録するために演出制御
基板２０１を交換することがあるため、リールユニット５２の交換作業とともに演出制御
基板２０１を交換することが出来る。
【０１７３】
また、このように可変表示装置５０周辺の構成が変更される場合にあっても、図１１（ａ
）に示されるように、化粧シート３０４を、開口部３０８のない化粧シート３０４ａに交
換するとともに、図１１（ｂ）、（ｃ）に示されるように、化粧シート３３２を、この機
種の構成に対応して３つの透視窓１４Ｌ、１４Ｃ、１４Ｒが形成されるとともに、液晶表
示部１５を透視可能とする開口部３０８ａ及び適宜装飾が予め施された化粧シート３３２
ａに交換することにより、前面扉４の前面意匠の変更に容易にすることが出来る。
【０１７４】
さらに、ユニット部材３４０は、前述したように基体１６０に対して取り外し自在に取り
付けられているため、図１１（ｃ）に示されるように機種の構成に対応した形状に予め構
成されたユニット部材３４０ａに交換するだけで、化粧シート３３２ａに形成される透視
窓１４の配置位置や各種ＬＥＤ及び表示器等の配置位置の変更に容易に対応することが出
来る。
【０１７５】
また、このように複数種類の機種で共通して使用することが可能であるか機種に固有のも
のであるかに関わらず、所定の演出を実行可能な演出手段（ここでは液晶表示器１３５）
が、可変表示装置５０と遊技制御手段である制御部２１０とが互いに一体的に組み付けら
れたユニットとしてのリールユニット５２に対して一体的に組み付けられていることによ
り、リールユニット５２をスロットマシン１の筐体２ａから取り外すことで、前記可変表
示装置５０及びゲームの進行を制御する制御部２１０が設けられた遊技制御基板２００と
ともに、演出手段を一緒に取り外すことが出来るため、交換作業が容易になる。
【０１７６】
次に図１２には、スロットマシン１に設けられる演出手段としての液晶表示器１３５の替
わりに、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒとは別個に形成される３つの演出用リール３５４
Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒが設けられたスロットマシン１ｂが示されている。
【０１７７】
このように、機種変更に伴い演出手段が液晶表示器１３５から３つの演出用リール３５４
Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒに変更される場合、例えば上部の化粧シート３０４に設けられる
液晶表示部１５が変更されることになるが、この場合、上部の化粧シート３０４を、３つ
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の開口部３５５Ｌ、３５５Ｃ、３５５Ｒが予め形成された新規な化粧シート３０４ｂに交
換するだけで、機種変更に容易に対応することが出来る。
【０１７８】
なお、この化粧シート３０４には、その後側に配置される演出用リール３５４Ｌ、３５４
Ｃ、３５４Ｒを前方から視認可能とするために開口部３５５Ｌ、３５５Ｃ、３５５Ｒが形
成されているが、演出用リール３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒを前方から視認可能とする
透視領域は、例えば開口でなく透明領域により構成されていてもよい。また、開口部は各
演出用リール３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒは別々に形成されているが、１つの横長の開
口部により形成されていてもよい。
【０１７９】
また、これら演出用リール３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒを制御する演出制御手段が設け
られる演出制御基板２０１が収納された収納ケース５５０ａは、図１２（ｃ）に示される
ように、基体１６０に取り付けられた演出用リールユニット３７１の裏面に一体的に組み
付けられている。
【０１８０】
次に図１３には、スロットマシン１に設けられる演出手段としての液晶表示器１３５の替
わりに、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒとは別個に形成される１つの演出用リール３５６
が、リールユニット５２の側方に一体的に設けられたスロットマシン１ｃが示されている
。
【０１８１】
このように、機種変更に伴い演出手段が液晶表示器１３５から１つの演出用リール３５６
に変更されるような場合、液晶表示部１５を視認可能とする開口部３０８が形成された上
部の化粧シート３０４が、開口部３０４が形成されていない化粧シート３０４ｃに交換さ
れるとともに、中央の化粧シート３３２が、透視窓１４Ｌ、１４Ｃ、１４Ｒ及びこのさら
に右側側方に演出用リール３５６を視認可能とする開口部３５７が形成された化粧シート
３３２ｃに交換されることになる。このように、上部の化粧シート３０４を新規な化粧シ
ート３０４ｃに、また、中央の化粧シート３３２を新規な化粧シート３３２ｃに交換する
だけで、機種変更に容易に対応することが出来る。
【０１８２】
また、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの側方に他の演出用リール３５６等が配設され、各
リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの横幅が、通常の横幅よりも幅狭となるとともに、配置位
置が変更されるような場合には、これに対応して各透視窓１４Ｌ、１４Ｃ、１４Ｒの横幅
も図１３（ｂ）に示されるように幅狭となるとともに、配置位置が変更されることになる
が、化粧シート３２２ｃを交換するとともに、図１３（ｃ）に示されるように、ユニット
部材３４０のユニット部材３４０ｃへの交換だけで済むため、このような変更にも容易に
対応することが出来る。
【０１８３】
また、演出手段として、このように電気的駆動源により駆動される機械的構造物により構
成される演出用リール３５６等が適用される場合において、例えば機種変更の際に演出用
リール３５６による演出内容を変更する際には、この演出用リール３５６を制御する演出
制御手段としての制御部２３０に設けられるＲＯＭ２３３内に登録する回転制御プログラ
ム等を変更するだけでなく、周面に配置する図柄等を変更することが多いため、このよう
な演出手段は、機種固有のものとして使用される。
【０１８４】
よって、このように機種変更の際に交換が必要となる演出手段としての演出用リール３５
６が、図１３（ｂ）に示されるように、筐体２に対して交換可能に取り付けられるリール
ユニット５２に対して予め一体的に取り付けられていれば、例えばリールユニット５２等
を交換する際に一緒に取り外すことが出来るため、交換作業を容易に行うことが出来る。
【０１８５】
さらにこのような場合、演出用リール３５６の制御プログラムの変更に伴い演出制御基板
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２０１が交換されることになるため、図１３（ｂ）に示されるように、演出用リール３５
６を制御する演出制御手段としての演出制御基板２０１が収容される収容ケース５５０が
、演出用リール３５６が組み付けられたリールユニット５２に対して一体的に組み付けら
れていれば、リールユニット５２等を交換する際に一緒に取り外すことが出来るため、交
換作業をより容易に行うことが出来る。
【０１８６】
次に図１４には、スロットマシン１に設けられる演出手段としての液晶表示器１３５の替
わりに、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒとは別個に形成されるとともに、水平方向を向く
軸周りに回動自在に構成された３つの演出用リール３５８Ｈ、３５８Ｃ、３５８Ｌがリー
ルユニット５２の側方に上下方向に設けられたスロットマシン１ｄが示されている。
【０１８７】
このように、機種変更に伴い演出手段が液晶表示器１３５から３つの演出用リール３５８
Ｈ、３５８Ｃ、３５８Ｌに変更される場合、液晶表示部１５を視認可能とする開口部３０
８が形成された上部の化粧シート３０４が、開口部３０４が形成されていない化粧シート
３０４ｄに交換されるとともに、中央の化粧シート３３２が、透視窓１４Ｌ、１４Ｃ、１
４Ｒ及びこのさらに右側側方に、３つの演出用リール３５８Ｈ、３５８Ｃ、３５８Ｌそれ
ぞれを視認可能とする開口部３５９Ｈ、３５９Ｃ、３５９Ｌが形成された化粧シート３３
２ｄが変更されることになる。このように、上部の化粧シート３０４を新規な化粧シート
３０４ｄに、また、中央の化粧シート３３２を新規な化粧シート３３２ｄに交換するだけ
で、機種変更に容易に対応することが出来る。
【０１８８】
次に図１５には、スロットマシン１に設けられる演出手段としての液晶表示器１３５の替
わりに、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒとは別個に形成されるとともに、上下方向を向く
軸周りに回動自在に構成された３つの演出用リール３６０Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌがリー
ルユニット５２の側方に上下方向に設けられたスロットマシン１ｅが示されている。
【０１８９】
このように、機種変更に伴い演出手段が液晶表示器１３５から３つの演出用リール３６０
Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌに変更される場合、液晶表示部１５を視認可能とする開口部３０
８が形成された上部の化粧シート３０４が、開口部３０４が形成されていない化粧シート
３０４ｅに交換されるとともに、中央の化粧シート３３２が、透視窓１４Ｌ、１４Ｃ、１
４Ｒ及びこのさらに右側側方に、３つの演出用リール３６０Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌそれ
ぞれを視認可能とする開口部３６１Ｈ、３６１Ｃ、３６１Ｌが形成された化粧シート３３
２ｅが変更されることになる。このように、上部の化粧シート３０４を新規な化粧シート
３０４ｅに、また、中央の化粧シート３３２を新規な化粧シート３３２ｅに交換するだけ
で、機種変更に容易に対応することが出来る。
【０１９０】
なお、以上説明してきたスロットマシン１～１ｅにおいては、カバー部材としての前面カ
バーパネルと後部カバー部材としての後面カバーパネルとがそれぞれ別個に形成されてい
たが、後部カバー部材としての後面カバーパネルはカバー部材としての前面カバーパネル
と別個に形成されているものに限定されるものではなく、例えばカバー部材と後部カバー
部材とが、内部に化粧部材を挟み込み可能なように２つ折りで、あるいは内部に化粧部材
を差し込み可能なように一体的に形成されていてもよい。
【０１９１】
また、図１６には、このような機種変更等に伴い、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの配置
位置やリール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの幅等が変更される場合において、リール５１Ｌ、
５１Ｃ、５１Ｒの配置を変更する方法の一例が示されている。
【０１９２】
図１６（ａ）に示されるように、各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒを回動自在に軸支する
リールモータ５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒは、リールユニット５２内に設けられるリールモー
タ取付板３６２に形成された穴部３６３内に頭部３６４を嵌合し、該頭部３６４の後端に
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形成される頭部３６４よりも大径の台座部３６５の先端面３６５ａを当接させた状態で、
該台座部３６５の後端面３６５ｂ側から挿通された固定ネジ３６７をリールモータ取付板
３６２に形成されたネジ孔３６６に螺入することにより取り付けられている。
【０１９３】
ここで各リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒのリールモータ取付板３６２に対する取付位置を
水平方向に変更する場合、図１６（ｂ）に示されるように、リールモータ５４の頭部３６
４を穴部３６３内に嵌合せずに、台座部３６５の後端面３６５ｂをリールモータ取付板３
６２に当接した状態で、先端面３６５ａ側から固定ネジ３６７を挿通してネジ孔３６６に
螺入する。
【０１９４】
このようにすることで、台座部３６５及びリールモータ取付板３６２の厚み分（Ｐ１）だ
け、リール５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒがリールモータ取付板３６２から離間して配置される
ことになる。よって、リールモータ取付板３６２の配置位置を変更することなく、リール
５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒの配置位置を変更することが出来るのである。
【０１９５】
次に図１７には、前述した化粧部材としての化粧シートを、巻取装置を介して巻取り可能
に設け、基体１６０に対して取り付けた状態において、表面の装飾内容を変更可能とする
場合の一例が示されている。
【０１９６】
具体的には、図１７（ａ）に示されるように、例えば、種々の装飾が施された下部の化粧
シート３２１ｆが、下部飾り枠３２３内下部に設けられる補給ローラ３６８に予め巻回さ
れるとともに、この巻回された化粧シート３２１ｆの端部は上部に設けられる巻取ローラ
３６９に取り付けられており、巻取ローラ３６９が図示しない駆動装置により駆動させる
ことより新規な化粧シート３２１ｆが引き出されて、図１７（ｂ）に示されるように、新
規な図柄に変更されるようになっている。なお、このような巻取装置は、駆動装置に駆動
されるものに限られず、所定箇所に設けられるハンドル等により巻取り可能としても良い
。
【０１９７】
このように化粧シートを引き出し可能に構成することで、機種変更等に伴う装飾内容の変
更に伴い逐次新規な化粧シートに取り替える必要がないので、機種変更にともなう装飾変
更を容易に行うことが出来るとともに、機種変更時等でなくても、装飾内容を容易に変更
することが出来るため、興趣が向上する。
【０１９８】
次に図１８には、本発明の第２の実施例としての前面扉が示されている。この前面扉４ａ
を構成する基体１６０ａは、非透光性の樹脂材によりパネル状に構成されているとともに
、この基体１６０ａの前面側の一部には、透明な樹脂材からなる透光性領域３７２、３７
３が上下に形成されている。
【０１９９】
この基体１６０ａにおける透光性領域３７２、３７３の後面側には、化粧部材としての化
粧シート３７４、３７５が、さらにこれら化粧シート３７４、３７５の後面側には、後部
カバー部材としての後面カバーパネル３７６、３７７が、基体１６０ａの所定箇所に形成
されたネジ孔３７８、３７９に螺入可能なネジ３８０、３８１により、それぞれ基体１６
０ａに対して着脱自在に取り付け出来るようになっている。
【０２００】
なお、化粧シート３７４には、前述した液晶表示器１３５の液晶表示部１５を視認可能と
する開口部３０８、３３５や、透視窓１４、孔部３１９等が形成されているとともに、前
面側には所定の装飾が施されている。また化粧シート３７５には、前面に機種を特定可能
なタイトル（機種）名が印刷されている。
【０２０１】
さらに、これら化粧シート３７４、３７５及び後面カバーパネル３７６、３７７は、予め
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クリップ３４２により一互いに体的に組み付けられた状態で基体１６０ａに対して取り付
けられる。
【０２０２】
このように本発明にあっては、前述したように前面扉を構成する基体１６０に対して交換
可能に取り付けられる化粧シートの前面に施された装飾を視認可能とする透光性領域を有
するカバー部材としての前面カバーパネルが基体１６０に対して取り付けられているもの
に限定されるものではなく、前面扉４ａを構成する基体１６０ａの一部に、その後面側に
取り付けられる化粧シートの前面に施された装飾を前方から視認可能とする透光性領域が
予め一体的に形成されていてもよい。
【０２０３】
またこの場合、前記透光性領域３７２、３７３が基体１６０ａの一部に別々に形成されて
いるが、例えば基体１６０ａ全体が透光性を有する透明な樹脂材等により形成され、透光
性領域が全体に形成されてもよい。さらに、１つの透光性領域の後面側に複数の別々の化
粧シートを取り付けるようにしてもよい。
【０２０４】
また、図１～図１７に示されるスロットマシン１～１ｆにあっては、透光性領域が前面扉
４の前面における上、中、下段それぞれに別々に構成されていたが、図１８に示されるよ
うに、前面扉４ａの前面における上部から中央部にかけて１つの透光性領域が形成されて
もよい。
【０２０５】
また、このような透光性領域３７２、３７３は、前面扉４ａを構成する基体１６０ａの成
型時において予め一体的に形成されるものに限定されるものではなく、例えば基体１６０
ａに形成された開口部に透明な樹脂材等により形成されたカバーパネルが一体的に組み付
けられることにより形成されていてもよい。
【０２０６】
前記各実施例における各要素は、本発明に対して以下のように対応している。
【０２０７】
　本発明の請求項１は、１ゲームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可能と
なるとともに、表示状態を変化させることが可能な可変表示装置（５０）の表示結果が導
出表示されることにより１ゲームが終了し、前記可変表示装置の表示結果に応じて所定の
入賞が発生可能なスロットマシン（１、１ａ～１ｆ）において、
　前面が開口する本体（筐体２）と、
　前記本体の前面開口を開閉可能に設けられる前面扉（前面扉４、基体１６０）と、
　少なくとも一部に透光性領域を有するカバー部材（前面カバーパネル３０３、３２０）
と、
　前記カバー部材の後面側に配置され、前記透光性領域に対応する箇所に装飾が施された
化粧部材（化粧シート３０４、３２１）と、
　前記化粧部材の後面側に配置され、該化粧部材の後面を被覆する後部カバー部材（後面
カバーパネル３０５、３２２）と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段（制御部２１０）と、
　該遊技制御手段とは別個に設けられるとともに、前記ゲームの進行に関わる所定の演出
を実行可能な演出手段（液晶表示器１３５、演出用リール３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒ
、３５６、３５８Ｈ、３５８Ｃ、３５８Ｌ、３６０Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌ）を制御する
演出制御手段（制御部２３０）と、を備え、
　前記可変表示装置と前記遊技制御手段とが互いに一体的に組み付けられたユニット（リ
ールユニット５２）は、前記本体に対して交換可能に取り付けられ、
　前記化粧部材、前記カバー部材、前記後部カバー部材は、該化粧部材が前記カバー部材
及び前記後部カバー部材により挟持され互いに枠体（上部飾り枠３０６、下部飾り枠３２
３）に一体的に組み付けられた状態で前記前面扉の前面側から該前面扉の一部の領域であ
る所定領域に前記枠体を介して係止され、前記前面扉を開放して前記前面扉の後面側から
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前記係止を解除することにより取り外される（図７、８参照）。
【０２０８】
　本発明の請求項２は、前記後部カバー部材（後面カバーパネル３０５、３２２）は、透
光性部材にて構成され、前記前面扉（前面扉４、基体１６０）の所定箇所には、前記後部
カバー部材を後側から照らす照明装置（蛍光灯１３８）が設けられている。
【０２１２】
　本発明は、前記カバー部材（前面カバーパネル３０３、３３１、３２０）は、前記前面
扉（前面扉４、４ａ、基体１６０、１６０ａ）の後面側から取り付けられている。
【０２１３】
　本発明は、１ゲームに対して賭数を設定することによりゲームが開始可能となるととも
に、表示状態を変化させることが可能な可変表示装置（５０）の表示結果が導出表示され
ることにより１ゲームが終了し、前記可変表示装置の表示結果に応じて所定の入賞が発生
可能なスロットマシン（１、１ａ～１ｆ）において、該スロットマシンは、前記ゲームの
進行を制御する遊技制御手段（制御部２１０）と、該遊技制御手段とは別個に設けられる
とともに、前記ゲームの進行に関わる所定の演出を実行可能な演出手段（液晶表示器１３
５、演出用リール３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒ、３５６、３５８Ｈ、３５８Ｃ、３５８
Ｌ、３６０Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌ）を制御する演出制御手段（制御部２３０）と、を備
え、少なくとも前記可変表示装置と前記遊技制御手段とが互いに一体的に組み付けられた
ユニット（リールユニット５２）が、前記スロットマシンの本体（筐体２）に対して交換
可能に取り付けられており、また、前記スロットマシンの前面側に設けられる前面扉（前
面扉４、４ａ、基体１６０、１６０ａ）の少なくとも一部に透光性領域（３７２、３７３
）が形成されるとともに、この透光性領域の後面側には、少なくとも一部に装飾が施され
た化粧部材（化粧シート３０４、３３２、３２１、３７４、３７５）が前記前面扉に対し
て交換可能に取り付けられ、前記透光性領域を通して前記化粧部材に施された装飾が視認
可能に構成されている。
【０２１４】
　本発明は、前記化粧部材（化粧シート３０４、３３２、３２１、３７４、３７５）のさ
らに後面側には、該化粧部材の後面を被覆する後部カバー部材（後面カバーパネル３０５
、３３３、３２２、３７６、３７７）が、前記前面扉（前面扉４、４ａ、基体１６０、１
６０ａ）に対して取り付けられている。
【０２１５】
　本発明は、前記化粧部材（化粧シート３０４、３３２、３２１、３７４、３７５）及び
前記後部カバー部材（後面カバーパネル３０５、３３３、３２２、３７６、３７７）は、
互いに一体的に組み付けられた状態で前記前面扉（前面扉４、４ａ、基体１６０、１６０
ａ）に対して着脱自在に取り付けられている。
【０２１６】
　本発明の請求項３は、前記ユニット（リールユニット５２）に、前記演出制御手段（制
御部２３０）が一体的に組み付けられている。
【０２１７】
　本発明の請求項４は、前記演出手段（液晶表示器１３５）は、複数種類の機種で共通し
て使用することが可能であり、前記前面扉（前面扉４、４ａ、基体１６０、１６０ａ）に
対して予め取り付けられている。
【０２１８】
　本発明の請求項５は、前記演出手段（演出用リール３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒ、３
５６、３５８Ｈ、３５８Ｃ、３５８Ｌ、３６０Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌ）は、機種に固有
のものであり、前記ユニット（リールユニット５２）に対して予め取り付けられている。
【０２１９】
　本発明の請求項６は、前記化粧部材（化粧シート３０４、３３２、３２１、３７４、３
７５）は、前記前面扉（前面扉４、４ａ、基体１６０、１６０ａ）における複数箇所に別
々に取り付けられている。
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【０２２０】
　本発明は、前記化粧部材（化粧シート３３２）に、前記可変表示装置の可変表示部を視
認可能とする窓部（透視窓１４）が設けられている。
【０２２１】
　本発明の請求項７は、前記化粧部材（化粧シート３０４）に、前記ゲームに関わる所定
の情報を表示する情報表示部（遊技情報表示部８）が設けられている。
【０２２２】
　本発明の請求項８は、前記化粧部材（化粧シート３２１）に、前記スロットマシン（１
、１ａ～１ｆ）の機種名等を表示する機種名表示部（タイトル表示部２６）が設けられて
いる。
【０２２３】
　本発明は、前記化粧部材（化粧シート３０４、３３２、３２１、３７４、３７５）の後
方には、前記化粧部材を装飾する装飾装置（各種ＬＥＤ１１１～１１７、演出用ランプ１
４０～１４９、各種表示器１０８～１０９）が組み付けられたユニット部材（３４０）を
備えるとともに、該ユニット部材により前記化粧部材は前記カバー部材の後面に対して圧
接して取り付けられている。
【０２２４】
　本発明は、前記ユニット部材（３４０）は、その周縁のうちの一端縁を中心にして、前
記前面扉（前面扉４、４ａ、基体１６０、１６０ａ）に対して回動自在に枢支されている
。
【０２２５】
以上、本発明の実施例を図面により説明してきたが、具体的な構成はこれら実施例に限ら
れるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲における変更や追加があっても本発明
に含まれる。
【０２２６】
例えば、上記実施例においては、遊技媒体としてメダルを使用することにより遊技を行う
ことが出来るスロットマシンに本発明を適用した例を記載してきたが、本発明は、遊技媒
体としてパチンコ玉等の遊技球を使用することにより遊技を行うことが出来るスロットマ
シンに適用することも可能である。
【０２２７】
なお、上記実施例におけるスロットマシンにおいては、遊技者は１ゲームに対する賭数を
任意に設定（メダル１枚分～３枚分のいずれかの賭数を選択）出来るようになっていたが
、本発明におけるスロットマシンは、請求項中に記載のように「１ゲームに対して賭数を
設定することによりゲームが開始可能となる」ものであれば、これら賭数の範囲は上記の
ようにメダル１枚～３枚の範囲で遊技者が選択できるものに限定されるものではない。例
えば１ゲームに対してメダル１枚分の賭数が設定された場合、もしくはメダル２枚分の賭
数が設定された場合、もしくはメダル３枚分の賭数が設定された場合のみゲームが開始可
能となるように、１ゲームに対する賭数が予め定められた所定の値に設定されていて、遊
技者が賭数を選択できるようになっていないものも含む。
【０２２８】
【発明の効果】
本発明は以下の効果を奏する。
【０２２９】
　（ａ）請求項１項の発明によれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すこと
で、可変表示装置及びゲームの進行を制御する遊技制御手段を一緒に取り外すことが出来
るため、交換作業が容易になる。また、装飾が施された化粧部材を交換することで、前面
扉の前面意匠を、前面扉全体を交換することなく容易に変更することが出来るとともに、
化粧部材の前面はカバー部材により保護されるため、化粧部材の前面の劣化や損傷が効果
的に防止される。
　また、カバー部材、化粧部材、後部カバー部材の前面扉への取り付け、取り外しを容易
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に行うことが出来るばかりか、取り付け時におけるカバー部材と化粧部材と後部カバー部
材との位置ずれ等が効果的に防止される。
　さらに、カバー部材、化粧部材、後部カバー部材が不正に取り外されることを防止でき
る。
【０２３０】
　（ｂ）請求項２項の発明によれば、後部カバー部材を通して化粧部材を後側から照らす
ことが出来る。
【０２３８】
　（ｃ）請求項３項の発明によれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すこと
で、可変表示装置及びゲームの進行を制御する遊技制御手段とともに、演出手段を制御す
る演出制御手段を一緒に取り外すことが出来るため、交換作業が容易になる。
【０２３９】
　（ｄ）請求項４項の発明によれば、交換が不要な演出手段の取り付け、取り外しの手間
を省くことが出来るため、交換作業が容易になる。
【０２４０】
（ｅ）請求項５項の発明によれば、ユニットをスロットマシンの本体から取り外すことで
、可変表示装置及びゲームの進行を制御する遊技制御手段とともに演出手段を一緒に取り
外すことが出来るため、交換作業が容易になる。
【０２４１】
　（ｆ）請求項６項の発明によれば、前面扉の意匠を部分的に変更することが可能となる
。
【０２４３】
　（ｇ）請求項７項の発明によれば、ゲーム内容の変更に伴うゲームに関わる情報の表示
内容の変更に容易に対応出来る。
【０２４４】
　（ｈ）請求項８項の発明によれば、機種変更に伴う機種名の変更に容易に対応出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の適用された遊技機の一例としてのスロットマシンを示す正面図である。
【図２】図１のスロットマシンの内部構造図である。
【図３】図１のスロットマシンの前面扉の裏面図である。
【図４】本実施例のスロットマシンの構成を示すブロック図である。
【図５】同じく本実施例のスロットマシンの構成を示すブロック図である。
【図６】（ａ）は筐体及び前面扉の構成を示す組立分解斜視図であり、（ｂ）、（ｃ）は
（ａ）の要部拡大図である。
【図７】前面扉の構成を示す組立分解斜視図である。
【図８】（ａ）は基体１６０における上開口部１６３の前面側に上部のカバー部材、化粧
部材、後部カバー部材を取り付けた状態を示す断面図であり、（ｂ）は基体１６０におけ
る凹部１６５の前面側に上部のカバー部材、化粧部材、後部カバー部材を取り付けた状態
を示す断面図である。
【図９】前面扉の後面の構造を示す要部拡大縦断面図である。
【図１０】基体１６０における下開口部１６４の後面にカバー部材、化粧部材、後部カバ
ー部材を取り付けた状態を示す断面図である。
【図１１】（ａ）はスロットマシン１ａを示す正面図であり、（ｂ）はその筐体２の要部
拡大正面図であり、（ｃ）はその前面扉４の後面側の要部を示す図である。
【図１２】（ａ）はスロットマシン１ｂを示す正面図であり、（ｂ）はそのカバー部材、
化粧部材、後部カバー部材を示す概略図であり、（ｃ）はその前面扉４の後面側の要部を
示す断面図である。
【図１３】（ａ）はスロットマシン１ｃを示す正面図であり、（ｂ）はそのカバー部材、
化粧部材、後部カバー部材を示す概略図であり、（ｃ）はその前面扉４の後面側の要部を
示す概略図である。
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【図１４】（ａ）はスロットマシン１ｄを示す正面図であり、（ｂ）はそのカバー部材、
化粧部材、後部カバー部材を示す概略図であり、（ｃ）はその前面扉４の後面側の要部を
示す概略図である。
【図１５】（ａ）はスロットマシン１ｅを示す正面図であり、（ｂ）はそのカバー部材、
化粧部材、後部カバー部材を示す概略図であり、（ｃ）はその前面扉４の後面側の要部を
示す概略図である。
【図１６】（ａ）は通常時におけるリール５１の配置例を示す概略図であり、（ｂ）はリ
ール５１の他の配置例を示す概略図である。
【図１７】（ａ）は化粧シートを巻き取り可能とした場合の一例を示す概略図であり、（
ｂ）は化粧シートが巻き取られている状態のスロットマシン１ｆを示す正面図である。
【図１８】本発明の第２の実施例としての前面扉の構成を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　　　　　　　スロットマシン
２　　　　　　　　　　　　　　筐体
３　　　　　　　　　　　　　　施錠装置
３ａ　　　　　　　　　　　　　鍵穴
４、４ａ　　　　　　　　　　　前面扉
７　　　　　　　　　　　　　　突出部
８　　　　　　　　　　　　　　遊技情報表示部
９　　　　　　　　　　　　　　メダル払出穴
１０　　　　　　　　　　　　　灰皿
１１　　　　　　　　　　　　　メダル受皿
１２ａ、１２ｂ　　　　　　　　放音部
１３　　　　　　　　　　　　　放音部
１４　　　　　　　　　　　　　透視窓
１５　　　　　　　　　　　　　液晶表示部
１６～２５　　　　　　　　　　演出用表示部
２６　　　　　　　　　　　　　タイトル表示部
２７　　　　　　　　　　　　　リプレイ表示部
２８　　　　　　　　　　　　　スタート表示部
２９　　　　　　　　　　　　　ウェイト表示部
３０　　　　　　　　　　　　　投入指示表示部
３１　　　　　　　　　　　　　クレジット表示部
３２　　　　　　　　　　　　　ゲーム回数表示部
３３　　　　　　　　　　　　　ペイアウト表示部
３４　　　　　　　　　　　　　メダル投入部
３５　　　　　　　　　　　　　メダル詰まり解除ボタン
３６ａ　　　　　　　　　　　　１枚ＢＥＴボタン
３６ｂ　　　　　　　　　　　　ＭＡＸＢＥＴボタン
３７　　　　　　　　　　　　　精算ボタン
３８　　　　　　　　　　　　　スタートレバー
３９　　　　　　　　　　　　　ストップボタンユニット
４０Ｌ、４０Ｃ、４０Ｒ　　　　ストップボタン
４１～４３　　　　　　　　　　遊技効果ＬＥＤ部
４５　　　　　　　　　　　　　１枚賭け表示部
４６　　　　　　　　　　　　　２枚賭け表示部
４７　　　　　　　　　　　　　３枚賭け表示部
５０　　　　　　　　　　　　　可変表示装置
５１Ｌ、５１Ｃ、５１Ｒ　　　　リール
５２　　　　　　　　　　　　　リールユニット
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５３　　　　　　　　　　　　　リール間隠蔽部材
５４Ｌ、５４Ｃ、５４Ｒ　　　　リールモータ
５５　　　　　　　　　　　　　リールＬＥＤ
５６Ｌ、５６Ｃ、５６Ｒ　　　　リールセンサ
５７　　　　　　　　　　　　　ホッパータンク
５８　　　　　　　　　　　　　案内レール
５９　　　　　　　　　　　　　オーバーフロータンク
６０　　　　　　　　　　　　　満タンセンサ
６１　　　　　　　　　　　　　払出メダルセンサ
６２　　　　　　　　　　　　　ホッパーモータ
６３　　　　　　　　　　　　　メダル排出口
６４　　　　　　　　　　　　　電源ユニット
６５　　　　　　　　　　　　　メインスイッチ部
６６　　　　　　　　　　　　　第２リセットボタン
６７　　　　　　　　　　　　　設定ボタン
６８　　　　　　　　　　　　　自動精算選択スイッチ部
６９　　　　　　　　　　　　　打止め選択スイッチ部
７０　　　　　　　　　　　　　設定キー挿入部
７１　　　　　　　　　　　　　メダルセレクタ
７２　　　　　　　　　　　　　不正メダル排出部
７３　　　　　　　　　　　　　返却メダル流路
８０　　　　　　　　　　　　　メインスイッチ
８１　　　　　　　　　　　　　第２リセットスイッチ
８２　　　　　　　　　　　　　設定キースイッチ
８３　　　　　　　　　　　　　設定スイッチ
８４　　　　　　　　　　　　　電源コード
８５　　　　　　　　　　　　　背板
８６、８７　　　　　　　　　　側板
８８　　　　　　　　　　　　　上板
８９　　　　　　　　　　　　　底板
９０ａ、９０ｂ　　　　　　　　放熱用穴部
９１　　　　　　　　　　　　　有孔板
９２　　　　　　　　　　　　　載置板
９３　　　　　　　　　　　　　突出片
９４　　　　　　　　　　　　　ガイド片
９５　　　　　　　　　　　　　載置板前端片
９６　　　　　　　　　　　　　リールユニット前端片
９７　　　　　　　　　　　　　挿通孔
９８　　　　　　　　　　　　　ネジ
９９　　　　　　　　　　　　　ネジ孔
１００　　　　　　　　　　　　１枚ＢＥＴスイッチ
１０１　　　　　　　　　　　　ＭＡＸＢＥＴスイッチ
１０２　　　　　　　　　　　　スタートスイッチ
１０３Ｌ、１０３Ｃ、１０３Ｒ　ストップスイッチ
１０４　　　　　　　　　　　　精算スイッチ
１０５　　　　　　　　　　　　第１リセットスイッチ
１０６　　　　　　　　　　　　投入メダルセンサ
１０７　　　　　　　　　　　　流路切替ソレノイド
１０８　　　　　　　　　　　　クレジット表示器
１０９　　　　　　　　　　　　ゲーム回数表示器
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１１０　　　　　　　　　　　　ペイアウト表示器
１１１　　　　　　　　　　　　リプレイＬＥＤ
１１２　　　　　　　　　　　　スタートＬＥＤ
１１３　　　　　　　　　　　　ウェイトＬＥＤ
１１４　　　　　　　　　　　　投入指示ＬＥＤ
１１５　　　　　　　　　　　　１枚賭けＬＥＤ
１１６　　　　　　　　　　　　２枚賭けＬＥＤ
１１７　　　　　　　　　　　　３枚賭けＬＥＤ
１２０　　　　　　　　　　　　ボーナス告知ＬＥＤ
１２１ａ、１２１ｂ　　　　　　ＢＥＴボタンＬＥＤ
１２２Ｌ、１２２Ｃ、１２２Ｒ　操作有効ＬＥＤ
１３１～１３３　　　　　　　　遊技効果ＬＥＤ
１３５　　　　　　　　　　　　液晶表示器
１３６ａ、１３６ｂ、１３７　　スピーカ
１３８　　　　　　　　　　　　蛍光灯
１４０～１４９　　　　　　　　演出用ランプ
１５０　　　　　　　　　　　　規制片
１５１　　　　　　　　　　　　ビス
１５２　　　　　　　　　　　　前向片
１５３　　　　　　　　　　　　凹部
１５４　　　　　　　　　　　　固定板
１５５　　　　　　　　　　　　蝶番
１５６　　　　　　　　　　　　取付板
１５７　　　　　　　　　　　　ナット
１５８　　　　　　　　　　　　固定ネジ
１５９　　　　　　　　　　　　溝部
１６０、１６０ａ　　　　　　　基体
１６１　　　　　　　　　　　　カバー体
１６２　　　　　　　　　　　　突出パネル
１６３　　　　　　　　　　　　上開口部
１６４　　　　　　　　　　　　下開口部
１６５　　　　　　　　　　　　凹部
１６６　　　　　　　　　　　　ワッシャ
２００　　　　　　　　　　　　遊技制御基板
２０１　　　　　　　　　　　　演出制御基板
２０２　　　　　　　　　　　　電源基板
２０３　　　　　　　　　　　　リール中継基板
２０４　　　　　　　　　　　　リールＬＥＤ中継基板
２０５　　　　　　　　　　　　外部出力基板
２１０　　　　　　　　　　　　制御部
２１１　　　　　　　　　　　　ＣＰＵ
２１２　　　　　　　　　　　　ＲＡＭ
２１３　　　　　　　　　　　　ＲＯＭ
２１４　　　　　　　　　　　　Ｉ／Ｏポート
２１５　　　　　　　　　　　　スイッチ回路
２１６　　　　　　　　　　　　モータ回路
２１７　　　　　　　　　　　　初期リセット回路
２１８　　　　　　　　　　　　クロック発生回路
２１９　　　　　　　　　　　　パルス分周回路
２２０　　　　　　　　　　　　バッファ回路
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２２１　　　　　　　　　　　　乱数発生回路
２２２　　　　　　　　　　　　サンプリング回路
２２３　　　　　　　　　　　　バックアップ電源
２３０　　　　　　　　　　　　制御部
２３１　　　　　　　　　　　　ＣＰＵ
２３２　　　　　　　　　　　　ＲＡＭ
２３３　　　　　　　　　　　　ＲＯＭ
２３４　　　　　　　　　　　　Ｉ／Ｏポート
２３５　　　　　　　　　　　　スピーカ駆動回路
２３６　　　　　　　　　　　　表示駆動回路
２３７　　　　　　　　　　　　ＬＥＤ駆動回路
２３８　　　　　　　　　　　　バックアップ電源
３０３　　　　　　　　　　　　前面カバーパネル
３０４、３０４ｂ～３０４ｅ　　化粧シート
３０５　　　　　　　　　　　　後面カバーパネル
３０６　　　　　　　　　　　　上部飾り枠
３０７　　　　　　　　　　　　孔部
３０８、３０８ａ　　　　　　　開口部
３０９　　　　　　　　　　　　切欠部
３１０　　　　　　　　　　　　切欠部
３１１～３１３　　　　　　　　ネジ挿通孔
３１４　　　　　　　　　　　　ネジ
３１５　　　　　　　　　　　　雌ねじ部
３１６　　　　　　　　　　　　内向片
３１７　　　　　　　　　　　　係止片
３１７ａ　　　　　　　　　　　係止爪
３１８　　　　　　　　　　　　スリット穴
３１９　　　　　　　　　　　　孔部
３２０　　　　　　　　　　　　前面カバーパネル
３２１、３２１ｆ　　　　　　　化粧シート
３２２　　　　　　　　　　　　後面カバーパネル
３２３　　　　　　　　　　　　下部飾り枠
３２４～３２６　　　　　　　　ネジ挿通孔
３２７　　　　　　　　　　　　ネジ
３２８　　　　　　　　　　　　雌ねじ部
３２９　　　　　　　　　　　　係止片
３２９ａ　　　　　　　　　　　係止爪
３３０　　　　　　　　　　　　スリット穴
３３１　　　　　　　　　　　　前面カバーパネル
３３２、３３２ａ～３３２ｅ　　化粧シート
３３３　　　　　　　　　　　　後面カバーパネル
３３４　　　　　　　　　　　　透光窓
３３５　　　　　　　　　　　　窓部
３３６　　　　　　　　　　　　支持片
３３７　　　　　　　　　　　　ガイド片
３３８　　　　　　　　　　　　支柱
３３８ａ　　　　　　　　　　　雌ネジ部
３３９　　　　　　　　　　　　収容凹部
３４０　　　　　　　　　　　　ユニット部材
３４１　　　　　　　　　　　　固定ネジ
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３４２　　　　　　　　　　　　クリップ
３４３、３４４　　　　　　　　ランプ基板
３４５　　　　　　　　　　　　基板
３４６　　　　　　　　　　　　仕切板
３４７　　　　　　　　　　　　取付ネジ
３４８　　　　　　　　　　　　雌ネジ部
３４９　　　　　　　　　　　　軸部材
３５０　　　　　　　　　　　　挿通孔
３５１　　　　　　　　　　　　固定片
３５２　　　　　　　　　　　　軸受部材
３５３　　　　　　　　　　　　中央部飾り枠
３５４Ｌ、３５４Ｃ、３５４Ｒ　演出用リール
３５５Ｌ、３５５Ｃ、３５５Ｒ　開口部
３５６　　　　　　　　　　　　演出用リール
３５７　　　　　　　　　　　　開口部
３５８Ｈ、３５８Ｃ、３５８Ｌ　演出用リール
３５９Ｈ、３５９Ｃ、３５９Ｌ　開口部
３６０Ｈ、３６０Ｃ、３６０Ｌ　演出用リール
３６１Ｈ、３６１Ｃ、３６１Ｌ　開口部
３６２　　　　　　　　　　　　リールモータ取付板
３６３　　　　　　　　　　　　穴部
３６４　　　　　　　　　　　　頭部
３６５　　　　　　　　　　　　台座部
３６５ａ　　　　　　　　　　　先端面
３６５ｂ　　　　　　　　　　　後端面
３６６　　　　　　　　　　　　ネジ孔
３６７　　　　　　　　　　　　固定ネジ
３６８　　　　　　　　　　　　補給ローラ
３６９　　　　　　　　　　　　巻取ローラ
３７０　　　　　　　　　　　　突片
３７１　　　　　　　　　　　　演出用リールユニット
３７２、３７３　　　　　　　　透光性領域
３７４、３７５　　　　　　　　化粧シート
３７６、３７７　　　　　　　　後面カバーパネル
３７８、３７９　　　　　　　　ネジ孔
３８０、３８１　　　　　　　　ネジ
５００、５５０、５５０ａ　　　収納ケース
Ｌ１、Ｌ２、Ｌ２’、Ｌ３、Ｌ３’　入賞ライン



(39) JP 5008232 B2 2012.8.22

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(40) JP 5008232 B2 2012.8.22

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(41) JP 5008232 B2 2012.8.22

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(42) JP 5008232 B2 2012.8.22

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(43) JP 5008232 B2 2012.8.22

【図１７】 【図１８】



(44) JP 5008232 B2 2012.8.22

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100156535
            弁理士　堅田　多恵子
(72)発明者  中島　和俊
            群馬県桐生市境野町６の４６０　株式会社三共内
(72)発明者  近藤　真一
            群馬県桐生市境野町６の４６０　株式会社三共内

    審査官  大澤　元成

(56)参考文献  実開平０４－０５１９８５（ＪＰ，Ｕ）
              特開２００１－１７０２４９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－１６４２３６（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－０５２５２５（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－０２３１８７（ＪＰ，Ａ）
              登録実用新案第３０７６７６７（ＪＰ，Ｕ）
              実開平０４－０６５５９０（ＪＰ，Ｕ）
              実公昭５１－０３２５３７（ＪＰ，Ｙ２）
              特開平１－２０７０９０（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２２２９２２（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２１７９６６（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－２０２１４０（ＪＰ，Ａ）
              特開平８－０７１２４５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              A63F  5/04
              A63F  7/02
              A63F  9/00
              G09F 13/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

